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＊
鯨の図は、北九州地方で一般的に食肉用として流通
しているヒゲクジラ類のナガスクジラ、ミンククジ
ラを図案化したものです。クジラの種類により、内
臓の位置などに差異があります。また各部位の呼び
名・食べ方も、北九州地方で一般的なものを紹介し
ており、地方により異なる場合があります。

ミンククジラなどのヒゲクジラ類のみにある。
弾力があり、日本では浄瑠璃の人形の関節部分
などに、ヨーロッパでは女性のドレスのコル
セットなどに古くから使われていた。現在は釣
り具や靴べら、競馬の鞭などに加工されている。

ヒゲクジラ類には歯がなく、そのかわりに歯茎
が変化してできた鬚をもつ。一方、マッコウク
ジラやツチクジラなどハクジラ類の歯は、ボタ
ンやパイプ、印鑑などに加工されて使用される。
またメラネシアなどには、鯨の歯が貨幣や財宝
として使われている地域もある。

鯨のあごを覆う肉で、脂肪分が斑に入っている
ことから「鹿の子」とも呼ばれる。刺身で食べ
るほか、しゃぶしゃぶなど鍋ものにも。

ヒゲクジラ類の骨は細かく砕いて肥料などに、
ハクジラ類の骨は同じく肥料などになるほか、
鯨油（げいゆ）が抽出されて洗剤や化粧品のも
とになる。日本における鯨油の採取は古くから
行われており、防虫剤として水田に撒（ま）く
など、その利用法は多岐にわたった。

関西地方では「サエズリ」とも呼ばれる鯨の舌。
一般的に先端部分は黒く、のどの奥に当たる
部分は白い。多くは茹でたものが売られており、
薄くスライスし、酢じょうゆで食べる。地方に
よっては煮物にされる。100ｇ 1,500 円ほど。

「ウネス」とも呼ばれる。ヒゲクジラの腹側部
分で、畑の畝のような形状からこう呼ばれる。
鯨ベーコンに加工され、薄く切って食べる。
100ｇ 1,500 ～ 2,000 円前後。こくがあるので、
細かく切ったものを野菜などと煮つけても美味。
多くは表面が赤く色づけされているが、近年は
白いままのものも流通している。

通が好む鯨の内臓の部位のひとつ。茹でたもの
を酢じょうゆ、生姜（しょうが）じょうゆで食
べることが多い。鯨肉専門店で一般向けに小売
もされるが、多くは料理店など専門店に卸す。
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同じ内臓のなかでも、ポクポクした独特の歯ご
たえで人気の部位。心臓などと同じく、茹でた
ものを酢じょうゆ、生姜じょうゆで。

尾ひれの部分を薄く削いだもの。茹でると花び
らのような形状になる。「尾羽（オバ）」、また
真っ白な見た目から「尾羽雪（オバユキ）」とも。
ぷるぷると弾力があり、コラーゲンたっぷりの
部位。よく冷やして酢味噌をかけて食べる。

「ヒロ」は、両手を広げた長さの単位「尋（ひろ）」
に由来。鯨の内臓のなかでももっとも長い部位。
ややくせがあるので、茹でたものをポン酢、生
姜じょうゆなどでさっぱりと食べるのがおすす
め。輪切りにして盛りつけると美しい。

皮とその下の皮下脂肪を指す。茹でて水にさら
すと、思いのほかさっぱりと食べられる。ポン
酢で食べるほか、野菜やこんにゃくと合わせて
煮込んだ鯨汁（くじらじる）もポピュラー。ま
た関西では、本皮の加工品「コロ」が、おでん
の具として重宝されている。100ｇ 750 円ほど。

背中の赤身の部分で、もっともポピュラーな鯨
肉。竜田揚げ、オーロラソースあえのほか、ス
テーキ、刺身、南蛮漬けなど活用範囲は広い。
塩漬けにした保存食「塩鯨（しおくじら）」は
筑豊地方の炭鉱などで働く人々の貴重なタン
パク・ミネラル源だった。脂ののり具合により
100ｇ 600 ～ 1,500 円。関西の「ハリハリ鍋」は、
薄く切った赤肉と水菜の鍋のこと。

食道を通って （舌）とつながっていることか
ら、「内サエズリ」とも呼ばれる。実際、味も
食感もよく似ており、薄く切って酢じょうゆな
どで食べる。価格もほぼ と同程度。

尾に近い赤肉の部分で、もっとも脂ののりがよ
く、旨みがある。おもに刺身で。100ｇ3,000 円
近い最高級品（→ p.29）はサシ（脂）の入りも
美しく、鮪の大トロに負けない味わい。
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し
て
か
ら
焼
い
た
り
す
る
が
、
そ
の
辛
さ
故
、
炭
鉱
の
鉱
夫
が
お
弁

当
の
お
か
ず
と
し
て
坑
内
に
持
ち
込
ん
で
も
傷
ま
な
い
と
重
宝
さ
れ

た
と
い
う
。
ま
た
、
夕
方
に
な
る
と
炭
鉱
住
宅
の
軒
先
で
は
、
塩
鯨

を
七
輪
で
焼
く
光
景
が
見
ら
れ
た
。
筑
豊
地
域
で
は
塩
鯨
を
ご
は
ん

に
炊
き
込
む
「
鯨
め
し
」
と
い
う
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

の
存
在
自
体
、
今
で
は
知
る
人
も
少
な
い
。

　

さ
ら
に
、
炭
鉱
地
帯
で
も
あ
っ
た
筑
豊
地
域
で
は
、
神
事
で
鯨
の

尾お

ば

い

け

羽
毛
（
尾
の
皮
）
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
北
九
州
の
都

市
部
よ
り
は
皮
の
消
費
が
多
く
、
特
に
祭
り
の
時
に
は
よ
く
売
れ
て

い
た
と
い
う
。
ま
た
、
提ち

ょ
う
ち
ん灯

の
ば
ね
に
も
鯨
の
鬚
が
使
わ
れ
て
お
り
、

生
活
に
鯨
は
必
需
品
で
あ
っ
た
。

　

鯨
の
食
文
化
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
古
式
捕
鯨
が
行
わ
れ
て
い

た
限
ら
れ
た
地
域
で
残
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
北
九
州
の
よ
う

な
大
都
市
部
で
存
在
す
る
背
景
に
は
、「
鉄
の
ま
ち
」
と
い
う
都
市
の

産
業
構
造
と
大
量
の
労
働
者
の
存
在
が
あ
る
。
北
九
州
に
と
っ
て
鯨

の
食
文
化
は
、
都
市
文
化
で
も
あ
っ
た
。
鯨
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、

産
業
か
ら
生
ま
れ
た
食
文
化
、
い
わ
ゆ
る
産
業
文
化
で
は
な
い
か
と

私
は
思
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
鯨
肉
は
労
働
者
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

肉
と
言
え
ば
鯨
の
時
代
で
あ
っ
た
昭
和
30
〜
40
年
代
、
西
日
本
有
数

の
大
都
市
で
も
あ
っ
た
北
九
州
で
は
、
パ
ン
屋
さ
ん
に
は
鯨
カ
ツ
を

挟
ん
だ
パ
ン
が
並
び
、
学
校
給
食
で
は
鯨
の
竜
田
揚
げ
、
オ
ー
ロ
ラ

ソ
ー
ス
あ
え
等
も
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
っ
た
が
、
今
ほ
ど
冷
凍
・
解

凍
技
術
が
進
歩
し
て
い
な
い
時
代
で
あ
る
。
独
特
の
臭
み
と
硬
さ
が
、

懐
か
し
い
記
憶
と
と
も
に
蘇
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、
北
九
州
で
は
細
々
と
で
あ
る
が
、
小
倉
の
旦た

ん

過が

市
場
や
デ

パ
ー
ト
等
に
あ
る
鯨
肉
専
門
小
売
店
が
鯨
の
食
文
化
を
つ
な
い
で
い

る
。
し
か
し
、
普
通
の
ス
ー
パ
ー
で
鯨
肉
を
見
か
け
る
こ
と
は
な
か

な
か
難
し
く
、
そ
の
値
段
も
割
高
感
が
あ
る
の
は
否
め
な
い
。

　

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
、
Ｉ
Ｗ
Ｃ
（
国
際
捕
鯨
委
員
会
）
で
決

定
さ
れ
た
商
業
捕
鯨
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
（
一
時
停
止
）
に
よ
り
、
我

が
国
は
一
部
の
沿
岸
小
型
捕
鯨
を
除
き
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
が
管
理
し
て
い
る

鯨
は
約
83
種
い
る
鯨
の
う
ち
大
型
の
13
種
類
の
み
）、
国
際
捕
鯨
取
締

条
約
に
定
め
ら
れ
て
い
る
調
査
捕
鯨
を
南
極
海
と
北
西
太
平
洋
で
実

施
し
て
お
り
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る
鯨
肉
は
多
く
が
そ
の
調
査
副
産

物
で
あ
る
。
調
査
費
用
を
販
売
益
で
賄
う
た
め
、
一
般
庶
民
が
鯨
肉

を
口
に
す
る
に
は
値
段
の
高
さ
が
障
害
と
な
る
が
、
捕
獲
頭
数
が
増

え
た
こ
と
で
値
段
は
多
少
下
が
る
傾
向
に
は
あ
る
。

　

ま
た
高
蛋
白
・
低
カ
ロ
リ
ー
の
鯨
肉
は
、
汚
染
の
ほ
と
ん
ど
な
い

南
極
海
で
捕
獲
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
安
全
・
安
心
な
食
材
と
し
て

見
直
さ
れ
て
お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
む
子
供
た
ち
の
食
事
に
も
使

わ
れ
て
い
る
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
問
題
で
肉
へ
の
信

頼
が
揺
ら
い
で
い
る
現
在
、
鯨
肉
が
い
ず
れ
そ
の
救
世
主
と
な
る
時

が
来
る
に
違
い
な
い
。

　

年
配
の
方
に
は
懐
か
し
く
、
そ
し
て
若
い
世
代
に
は
新
し
い
食
材

の
鯨
。
そ
し
て
、
北
九
州
名
物
の
酒
屋
の
立
ち
飲
み
「
角
打
ち
」
に
は
、

絶
対
に
塩
鯨
が
合
う
と
私
は
密
か
に
確
信
し
て
い
る
。
…
…
そ
の
風

景
は
、
き
っ
と
北
九
州
の
日
常
風
景
と
な
る
…
…
そ
ん
な
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
…
…
。
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北
九
州
は
か
つ
て
「
鯨
の
ま
ち
」
で
あ
っ
た
。
い
や
、
現
在
も
細
々

と
で
は
あ
る
が
「
鯨
の
ま
ち
」
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
話
を
す
る
と
、
多
く
の
方
は
「
な
ぜ
？
」
と
怪け

訝げ
ん

そ
う
に
首

を
か
し
げ
る
。
そ
れ
は
、「
北
九
州
＝

イ
コ
ー
ル鉄

の
ま
ち
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
北
九
州
と
鯨
が
結
び
つ
か
な

い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　
「
鯨
の
ま
ち
」
と
い
う
と
、
生い

き

月つ
き

、
五ご

島と
う

、
長な

が

門と

な
ど
、
江
戸
期
に

遡
る
「
古
式
捕
鯨
（
小
型
の
何
艘
か
の
船
で
鯨
に
網
を
か
け
銛も

り

を
打

ち
込
ん
で
捕
獲
す
る
）
の
ま
ち
」
や
、
下
関
、
長
崎
な
ど
の
「
近
代

捕
鯨
の
ま
ち
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
北
九
州
を
北
九
州
市
に
隣
接
す
る
遠お

ん

賀が

郡ぐ
ん

や
筑ち

く

豊ほ
う

地
域
に

ま
で
広
げ
て
、「
鯨
の
ま
ち
・
北
九
州
」
の
歴
史
を
少
し
辿
っ
て
み
た
い
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
北
九
州
市
に
接
す
る

遠
賀
郡
水み

ず

巻ま
き

町ま
ち

は
、
１
６
７
０
（
寛
文
10
）
年
に
蔵く

ら

富と
み

吉き

ち

え

も

ん

右
衛
門
に

よ
り
発
見
さ
れ
た
、
鯨
油
に
よ
る
害
虫
（
ウ
ン
カ
）
駆
除
法
の
、
我

が
国
に
お
け
る
発
祥
の
地
で
あ
る
。
ま
た
水
巻
町
の
隣
で
あ
り
、
遠

賀
川
の
河
口
に
位
置
す
る
芦あ

し

屋や

町ま
ち

は
、
江
戸
期
に
多
く
の
海
産
物
問

屋
が
軒
を
連
ね
、
長

ち
ょ
う

州し
ゅ
う

捕ほ

鯨げ
い

や
西さ

い

海か
い

捕ほ

鯨げ
い

で
捕
獲
さ
れ
た
鯨
肉
・
鯨

油
等
が
運
ば
れ
、
鯨
の
流
通
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
下
関
か
ら
当
時
の
戸
畑
市
（
現
・

北
九
州
市
戸
畑
区
）
に
移
転
し
た
共
同
漁
業
（
後
の
日
本
水
産
）
は
、

昭
和
10
年
ご
ろ
よ
り
当
時
の
戸
畑
工
場
で
鯨
肉
の
加
工
品
（
塩
干
品
）

を
製
造
し
て
い
た
。
戸
畑
と
い
う
と
、
日
本
水
産
の
ト
ロ
ー
ル
基
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ト
ロ
ー
ル
船
が
探た

ん

鯨げ
い

船せ
ん

（
船
団
の
前
方
で
鯨
を
探
す
船
）
や
鯨
肉
の
運
搬
船
に
使
わ
れ

て
お
り
、
戸
畑
に
も
鯨
肉
が
揚
が
っ
て
い
た
。
日
本
水
産
戸
畑
工
場

で
は
昭
和
30
年
〜
45
年
ま
で
鯨
肉
入
り
の
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
生

産
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
後
、
捕
鯨
母
船
や
鯨
肉
の
仲な

か

積づ
み

船せ
ん

（
運

搬
船
）
は
続
々
と
門
司
港
に
入
港
し
、
陸
揚
げ
さ
れ
た
鯨
肉
は
貨
車

で
九
州
各
地
に
送
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
十
分
、
流
通
・
加
工
基
地
と
し
て
の
「
鯨
の
ま
ち
」

で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
北
九
州
は
、
食
と
し
て
の
「
鯨
の
ま
ち
」
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、「
鉄
の
ま
ち
」
で
あ
っ
た
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
に
開
設
さ
れ
た
八
幡
製
鐵
所
の
構
内
労
働
者
、

石
炭
の
積
出
港
で
あ
っ
た
若
松
港
、
門
司
港
の
港
湾
労
働
者
、
そ
し

て
筑
豊
炭
鉱
の
炭
鉱
労
働
者
が
、
戦
後
の
ピ
ー
ク
時
に
は
15
万
人
以

上
直
接
従
事
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
激
し
い
労
働
が
故
に
多

く
の
汗
を
か
き
、
多
く
の
蛋
白
源
と
塩
分
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
を

同
時
に
満
た
す
食
材
が
塩し

お

鯨く
じ
ら

で
あ
っ
た
。

　

塩
鯨
は
、
戦
前
の
ま
だ
冷
凍
設
備
が
十
分
で
な
い
こ
ろ
の
鯨
肉
の
保

存
方
法
で
あ
っ
た
が
、
捕
鯨
母
船
の
冷
凍
設
備
が
十
分
整
備
さ
れ
た

後
も
需
要
が
あ
り
、
現
在
で
も
北
九
州
で
製
造
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

ま
ま
で
は
塩
辛
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
た
め
、
お
湯
に
つ
け
、
塩
抜
き

き
し
も
と
・
み
つ
ひ
ろ
／
下
関
市
農
林
水
産
部
水
産
課
勤
務
。
１
９
６
５
年
、
山
口
県
下
関
市
に
生
ま
れ
る
。

北
九
州
市
立
大
学
大
学
院
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。下
関
市
新
水
族
館
建
設
推
進
室
、（
財
）

日
本
鯨
類
研
究
所
派
遣
を
経
て
現
職
。
２
０
０
６
年
、
関
門
地
域
の
鯨
産
業
・
鯨
文
化
考
察
の
集
大
成
『
関
門

鯨
産
業
文
化
史
』（
海
鳥
社
）を
上
梓
。
共
著
に
『
下
関
ク
ジ
ラ
物
語
』（
下
関
く
じ
ら
食
文
化
を
守
る
会
）
が
あ
る
。

鬚
の
端
か
ら
尾
の
先
ま
で
、

鯨
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
。

　

文
＝
岸
本
充
弘
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やっぱり、スマイルは無料です。
門司中央市場『掛谷鮮魚店』店先で遭遇したアルカイッ
ク・スマイル。聞けばその昔、鯨肉を卸していた会社が
小売店にノベルティとして配った鯨形釣り銭入れだとい
う。現在鯨肉の取り扱いはなくなったが、こちらは現役
活躍中。くりんと上描きされたアイラインが色っぽい。

6

写
真
＝
長
野
陽
一

文
＝
大
谷
道
子

題
字
＝
牧
野
伊
三
夫

お
い
し
い
匂
い
と
人
恋
し
さ
に
つ
ら
れ
て
、

ア
ー
ケ
ー
ド
を
歩
く
。

ひ
と
こ
ろ
よ
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
は
少
し
増
え
た
け
れ
ど
、

奥
に
は
ま
だ
ま
だ
、
変
わ
ら
ず
に
、

小
さ
な
あ
か
り
が
灯
っ
て
い
る
。

北
九
州
の
台
所
。
街
と
人
の
エ
ナ
ジ
ー
の
源
。

そ
の
数
、
今
も
１
０
０
カ
所
以
上
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

お
ー
い
、
と
呼
び
か
け
た
い
。

い
つ
だ
っ
て
、

お
ー
い
、
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
い
。

市
場
へ
、
今
日
も
元
気
を
買
い
に
行
こ
う
。

特
集



買わせてください！
「天ぷら 12 枚、発送してほしいんですが」「送料のほうが高いから
やめときましょ」「いえ、いいんです」「だめです」。この奥ゆかし
さに打たれ、取材リストの筆頭に上がった若松・丸仁市場の『丸

ま る

窓
ま ど

天ぷら店』。白身魚をたまごの白身と合わせて練り、おかみさん・
富
とみ

山
やま

静子さんが丸めてなたね油の中へ。ぺたぺたとむやみに叩きつ
けず、なでるように優しく。ふんわり揚がった先から飛ぶように売
れていくのも納得。人気の木くらげ天１枚 60 円。断ったのはあく
まで気遣いから。全国発送、ちゃんとしてくれます。



百年の静
せ い

謐
ひ つ

。
喧騒の奥に、静謐があった。しんしんと呼吸し続けるぬか床。そこ
へ新鮮な野菜を一つずつ、ゆっくり、ゆっくり沈めていく。穏やか
だけれど、迷いのない手さばき。旦過市場にある『宇

う

佐
さ

美
み

商店』は、
「百年床

どこ

」の名のとおり、長年、変わらぬ時をこの場所で刻んできた。
「これがあるから、旅行も外出もままならんわな」と店主。その傍
らには、郷土料理・ぬか炊きの大鍋がこぽこぽと湯気を立てている。
変わりゆくもの。変わらないもの。時間と人の手だけが醸し出せる、
歴史というもの。
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南の島から来た男。
昼下がりのビルの奥、ゆるゆると流れてくる三線の音色。
空き店舗の“工房”でカンカラ三線を手作りするのは、
奄美大島出身の松

ま つ

元
も と

勝範さん。「一つに 10 日はかかるよ。
素人やから、毎日、研究」。奏でる民謡は、明るい哀愁
に満ちている。忘れちゃいけないがこの方、向かいの惣
菜屋『つるちゃん』のご主人。戸畑ビル市場にて。

昼過ぎには、なんとなく味のある
「空間」が。これぞ時間の芸術。

信じれば、そこに神はおわすもの。
祇園町銀天街・『南

みなみ

川
か わ

青果店』横のほの暗い通路の奥。
見上げると、天井近くに小さな鳥居がある。この市場が
できたときから存在している、通称「稲荷大明神」。やっ
ぱりおられるんですかね、と問うと、店主は即座に「お
る」と答えた。「信じれば、そこに神さんはおる」。商売
の神は、今日も市場のつつがない一日を護る。

美しさも、おいしさのうち。
北九州の市場には鮮魚店が多い。そして魚の並べ方の美
しい店が実に多い。黄金市場の『井上鮮魚店』はその筆
頭。担当するのはおかみさんの井上順子さん。「配列は
色で決めます。黒っぽいものから白っぽいものへ、赤い
ものはここへ、と」。アクセントのように上に置かれた
黄色い札には、産地や調理の仕方が書かれている。

12

親子でつくる、絆の味。
到津市場の真ん中に並ぶ肉屋『ミートショップにしだ』と、向かっ
て右隣の『デリカショップにしだ』。その左隣には小さなケーキ店が、
仲よく並んで営業中。それもそのはず、この３店、西田優

まさる

さん、妻
の泰子さん、娘の宏美さんがそれぞれ営業する店舗。「子どものこ
ろから『ケーキ屋になる』と言っとりましたから」製菓学校で学ん
だ末娘のため、父は自分の店舗の半間を切り分けて提供。こうして、
メインディッシュの材料ももう１品のおかずも食後のデザートも一
度に買える、便利かつアットホームな空間ができあがった。

ありがたい。
若者ならず年配者まで一人、二人の少人数世帯が増え
た今、“個食”の充実のために惣菜屋の力は欠かせない。
毎日 20 種類ものおかずを 100ｇ、200ｇと少量から小売
りしてくれる、小倉・黄金市場の『鳥

と り

越
ご え

商店』は長年使
い込まれた秤に、好みのおかずをぽんと載せて、今日も
笑顔で量り売り。いやいや、これはありがたい。

漢
オトコ

の仕事場。
カレンダーに伝票、各種工具。丸仁市場横・『えびす豆
腐店』の店主が「必要に応じて」レイアウトしていった
店舗の柱には、「漢」の仕事場のムード、むんむん。ち
なみにこの店主、近隣のもう 1 店舗を掛け持ちしていて
留守がちのため、取材班は 1 時間ほど待つことに。「店
は二つやが、俺は一人しかおらん」。漢らしい！



幸せは、きっと丸いかたち。
ふかふか。ほわほわ。蒸したてのまんじゅうは、見ているだけで、
寒風にとがった体の輪郭を緩ませる。ほおばると、自家製の餡のほ
どよい甘さが、じんわり心にしみていく。相

あ い

生
お い

町
ま ち

の銀天市場にあ
る『御

ご ざ そ う ろ う や

座候屋』の前には、小さな幸せを求め、朝から老若男女が列
をなす。毎朝 6 時ごろから生地をこね、餡を包み、練炭で発酵させ
て蒸籠で蒸す。2 代目店主・坂本みゆきさんほか 5 人の女性たちの、
きびきび働く姿もうるわしい。一度聞いたら忘れない店名は「イン
パクトでつけた」とのこと。３色の甘酒まんじゅう、１個 67 円。
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市は路上に立つもんだ。
駅に向かう地下道に陳列された、海のもの、山のもの。
このとおり、見事な山の芋も。その昔は堀川沿いまでず
らりと並んでいた、ＪＲ折尾駅東口名物の通称「通路市
場」。年々縮小傾向にあるものの、「家の中でゴロゴロし
とうない。働くのが好き」というおばあちゃんたちの笑
顔は、元祖「市」のたくましさ。どうぞ、お達者で。

看板娘は永遠に。
「こんな感じで、ええですか？」。ぴたりと視線を決めた
のは、旦過市場の路地の奥、乾物屋『斉藤商店』の大お
かみ、御年 86 歳の斉藤カツヨさん。市場で（おそらく）
最長キャリアを誇る、現役の“看板娘”だ。道行く買い
物客に注がれる、やわらかい微笑み。決してひからびな
いいぶし銀の魅力は、店頭に明日も輝く。

ありがたい、ありがたい。
ごぼうに里いも、にんじん、などなど。必要だとは思っ
ていても、洗うの面倒。切るの面倒。そんな人たちのた
め、黄金市場の『安部商店』では、カット野菜を朝 8 時
から作っている。ありがたい。しかし親切にすっかり甘
えてしまうのか、「最近の人はこれでも『味つけが面倒』
いうからねぇ」とのこと。反省。でもありがたい。

ヘミングウェイも、セカチューも。
丸仁市場の一角、市場通の間で密かに人気を集めている
のが、お客さんが持ち込んだ古本を集めて開いた通称「古
本市場」。年代物の世界名作全集から SF、人生訓、ベス
トセラーまで、品揃えはなかなかのもの。書籍は 1 冊
100円、マンガは50円。市場で食欲、物欲を満たした後は、
ここで頭と心の栄養補給を。



闘いすんで夜は明ける。
人々がまだ眠っている午前５時。ホイッスルの音が響き渡り、闘い
が始まる。真剣勝負の立ちゼリ。真鯛、ブリ、アラ。セリ人を追っ
て魚群のように移動すると、あれだけ積まれたトロ箱があっという
間に姿を消す。フグ、サザエ、ワタリガニ。身を切るような寒風も、
この熱気の前には無力だ。死に物狂いで、輪に突っ込む。「撮らん
でええっちゃ！」「エチケットいうもんを知らんとか !!」。次々に飛
ぶ怒号。申し訳ない。それでも、どうしても撮りたかった。無名の
男たちの、熱き闘いを。北九州市中央卸売市場、ある厳寒の朝。
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青空にマンボ。
売る人も買う人も笑顔でごあいさつ̶̶聴くと３日は耳
に残る、門司・戸ノ上市場のテーマソングを作って歌う
は『くだもの山形屋』の山形公

き み

規
の り

さん。フォーク全盛時
代に青春を過ごし、相棒はギブソン・ダブ。「市場の活
性化のため、自分にできることをしようと思って」市場
には青空がよく似合う。そして、マンボがよく似合う。

楽園の囀
さえず

り。
別世界だねぇ、と取材スタッフの一人がつぶやく。静かな市場通り
に響く鳴き声に導かれた先は、色とりどりの小鳥たちがすむケージ
が並ぶ洞のような場所。祇園町銀天街の『岡部小鳥店』。店主であ
る岡部靖

や す

一
か ず

さんは、奥の住居で暮らし、日中は煉瓦積みの店内で一
日を過ごす。わら編みの籠の中には、身を寄せ合ってすやすやと眠
る幼鳥たち。「元気に育てるには、過保護にしないことやね」と言
いながら、給餌する指先はあくまで柔和だ。賑やか、かつ安らかな
時間が流れる。楽園。そんな言葉が、ふと浮かぶ。

こんがらがって、宝の山。
「もう、写さんといてー！」カメラから逃げ回る黄金市場・『いと
や』のおかみさん。しかし、ここは宝の山だ。毛糸、刺繍糸、編み
針、各種手作りキット、袋詰めのパンヤ。およそ手作りにかかわる
もので、ないものはない、に違いない。さしずめ店ぜんたいが、一
個のカラフルな毛糸。店頭に飾られたビーズ細工は、意外にもご主
人の手によるもの。「お客が少なくなって居眠りせんように教えた
ら、まぁまぁ上手になって。今では私が教わっとるよ」とおかみさ
ん。もじゃもじゃなれど、ここは間違いなく円満な “巣”なのだった。



東
京
か
ら
、
来
ま
し
た
。
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の
で
す
、
と
店
主
が
説
明
）

Ｍ　

見
た
こ
と
な
い
で
す
。
は
じ
め
て
。

―
―
じ
ゃ
あ
、僕
は
ひ
じ
き
に
し
よ
う
（
１
５
０
円
）。

Ｍ　

楽
し
い
で
す
ね
ぇ
。

―
―
楽
し
い
で
し
ょ
う
？

Ｍ　

市
場
っ
て
い
い
で
す
ね
。
旅
に
出
る
と
必
ず
寄

り
ま
す
。
そ
れ
で
、
暴
れ
買
い
。
あ
あ
、
あ
の
い
り

こ
も
、
絶
対
買
っ
て
帰
り
た
い
。

（
移
動
。
昼
食
の
テ
ー
ブ
ル
で
）

―
―
ど
う
で
し
た
か
？

Ｍ　

ぜ
ん
ぜ
ん
、
不
満
足
！

―
―
え
っ
…
…
？
（
狼ろ

う

狽ば
い

）

Ｍ　

だ
っ
て
、
ち
っ
と
も
買
え
な
い
ん
だ
も
の
。
あ

と
三
往
復
は
し
な
い
と
。
で
も
、
東
京
に
は
な
い
も

の
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。
し
ゅ
ん
ぎ
く
と
か
、

芽
ね
ぎ
。
あ
れ
、
買
っ
て
帰
り
た
い
。

―
―
小
ね
ぎ
、
っ
て
い
う
ん
で
す
。
芽
ね
ぎ
は
も
っ

と
こ
う
、
糸
み
た
い
な
や
つ
。

Ｍ　

あ
れ
が
小
ね
ぎ
な
ん
で
す
ね
。
し
ゅ
ん
ぎ
く
と

混
ぜ
て
、
サ
ラ
ダ
に
し
て
も
よ
さ
そ
う
。

―
―
料
理
は
な
さ
る
ん
で
す
か
？

Ｍ　

し
な
い
で
す
。
た
ま
ー
に
ね
、
市
場
に
行
っ
て
、

お
い
し
そ
う
な
も
の
を
見
る
と
し
た
く
な
り
ま
す
。

―
―
忙
し
い
で
す
も
ん
ね
。

Ｍ　

い
や
、
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
る
け
ど
、
や
る
気

が
な
い
。

―
―
（
笑
）

Ｍ　

昔
は
こ
う
し
て
、
普
通
に
八
百
屋
さ
ん
や
魚
屋

さ
ん
で
お
す
す
め
の
も
の
を
買
っ
て
、
町
内
で
売
っ

て
る
も
の
を
食
べ
て
暮
ら
し
て
た
ん
で
す
よ
ね
。

―
―
今
は
ス
ー
パ
ー
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
か
ら
ね
。
ス
ー
パ
ー
は
メ
モ
を
持
っ
て
決

ま
っ
た
も
の
を
買
い
に
行
く
だ
け
だ
け
れ
ど
、
市
場

に
は
出
会
い
が
あ
る
と
こ
ろ
が
い
い
。

Ｍ　

そ
う
で
す
ね
。
何
に
出
会
え
る
か
わ
か
ら
な
い
。

―
―
市
場
は
、
あ
ち
こ
ち
行
か
れ
た
ん
で
す
ね
。

Ｍ　

京
都
と
か
、
沖
縄
と
か
…
…
大
き
い
と
こ
ば
っ

か
り
で
す
け
ど
ね
。
近お

う

江み

町ち
ょ
う

（
金
沢
）
は
ま
だ
な
ん

で
す
け
ど
。
あ
と
、
神
戸
に
も
面
白
い
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
な
ぁ
。
湊

み
な
と

川が
わ

公
園
の
と
こ
ろ
。
名
前
、
何
て
い

っ
た
か
し
ら
？　

で
も
、
旦
過
は
本
当
に
何
で
も
新

鮮
で
し
た
ね
。

―
―
も
し
旦
過
を
舞
台
に
お
芝
居
を
さ
れ
る
と
し
た

ら
、
ど
ん
な
役
が
い
い
で
す
か
？

Ｍ　
（
断
言
）
乾
物
屋
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
と
り
あ

え
ず
白
髪
に
し
て
。
う
ち
は
パ
ン
屋
だ
っ
た
の
で
、

生
も
の
を
売
る
つ
ら
さ
は
わ
か
っ
て
ま
す
か
ら
。

―
―
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

Ｍ　

明
治
神
宮
の
近
く
の
裏
参
道
で
す
。
昔
は
甲
州

街
道
ま
で
露
店
が
ず
ら
ー
っ
と
並
ん
で
い
て
…
…
こ

う
い
う
市
場
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

余
っ
た
ら
三
日
く
ら
い
同
じ
も
の
、
と
か
、
身
に
つ

ま
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
腐
ら
な
い
も
の
を

売
る
の
っ
て
、
憧
れ
ち
ゃ
う
。

―
―
な
る
ほ
ど
。

Ｍ　

そ
う
な
ん
で
す
。
乾
物
屋
さ
ん
と
か
、
金
物
屋

さ
ん
と
か
。
古
い
餅
網
な
ん
か
を
ど
っ
か
か
ら
持
っ

て
き
て
埃ほ

こ
り

を
払
っ
て
売
っ
た
り
す
る
、
あ
あ
い
う

の
っ
て
い
い
な
ぁ
と
（
笑
）。

―
―
そ
う
そ
う
。
生
も
の
っ
て
本
当
に
た
い
へ
ん
で
。

う
ち
の
親
父
も
店
を
や
っ
て
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
今
で
も
と
き
ど
き
青
果
の
セ
リ
に
立
っ
て

る
ん
で
す
。

Ｍ　

そ
う
な
ん
で
す
か
。
お
父
さ
ま
は
料
理
を
さ
れ

る
ん
で
す
か
？

―
―
前
は
よ
く
や
っ
て
ま
し
た
よ
。
漁
師
さ
ん
か
ら

25
人
乗
り
く
ら
い
の
漁
船
を
買
っ
て
、
釣
り
に
出
か

け
て
魚
を
獲
っ
た
り
し
て
ま
し
た
。

Ｍ　

え
ー
、
漁
船
？

―
―
え
え
。
昼
に
ど
っ
さ
り
魚
を
台
所
に
持
ち
帰
っ

て
、
仕
事
も
放
っ
ぽ
ら
か
し
て
毎
日
宴
会
（
笑
）。

そ
の
う
ち
お
ふ
く
ろ
が
あ
き
れ
て
家
を
出
て
い
っ
た

の
で
、
親
父
は
反
省
し
た
の
か
、
漁
船
を
売
り
払
っ

て
釣
り
も
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｍ　

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
。
で
も
私
、
牧
野
さ
ん

の
こ
と
も
心
配
し
て
る
ん
で
す
よ
。

―
―
え
っ
？

Ｍ　

そ
う
で
す
よ
。
好
き
な
こ
と
ば
っ
か
り
や
っ
て
、

家
庭
の
ほ
う
は
大
丈
夫
な
の
か
し
ら
？　

っ
て
。

―
―
（
狼
狽
）
い
や
、
家
族
は
理
解
し
て
く
れ
て
る

…
…
と
思
い
ま
す
よ
。
僕
は
幸
せ
で
す
。
こ
う
や
っ

て
、
も
た
い
さ
ん
と
お
話
も
で
き
て
。

Ｍ　

そ
れ
じ
ゃ
私
た
ち
、
も
っ
と
面
白
い
話
を
し
た

ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

―
―
え
ー
っ
と
…
…
（
非
常
に
狼
狽
）。

Ｍ　

ま
ぁ
、
飲
ん
で
飲
ん
で
。

（
２
０
０
６
年
11
月
某
日
。
旦
過
市
場
、
紺こ

ん

屋や

町ま
ち

『
小こ

山や
ま

』
に
て
）
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（
ス
ー
パ
ー
『
丸ま

る

和わ

』
前
よ
り
、
旦た

ん

過が

市
場
へ
）

も
た
い
ま
さ
こ
（
以
下
Ｍ
）　

賑に
ぎ

わ
っ
て
ま
す
ね
ぇ
。

―
―
賑
わ
っ
て
る
で
し
ょ
う
？　

Ｍ　

本
当
、
す
ご
い
人
。
わ
く
わ
く
し
ま
す
ね
ぇ
。

―
―
あ
、
剣
先
す
る
め
で
す
よ
。
地
物
。
い
い
ん
で

す
よ
ね
ぇ
。
地
物
は
味
が
違
う
。

Ｍ　

い
り
こ
も
お
い
し
そ
う
。
き
れ
い
で
す
ね
ぇ
。

あ
、
あ
の
ね
ぎ
。
ね
ぎ
、
買
い
た
い
。
お
寿
司
屋
さ

ん
で
し
か
見
な
い
よ
う
な
、
細
い
や
つ
。

―
―
ふ
ぐ
の
鍋
に
は
あ
れ
で
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
で
す
。

Ｍ　

い
い
な
ぁ
。
欲
し
い
な
ぁ
。
あ
、
で
も
仕
事
な

ん
で
す
よ
ね
。
買
い
物
に
来
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の

よ
ね
。
東
京
か
ら
来
る
と
、
つ
い
つ
い
暴
れ
買
い
し

ち
ゃ
っ
て
。

―
―
い
い
で
す
よ
、
思
い
切
り
暴
れ
て
（
笑
）。

Ｍ　
（
八
百
屋
の
前
で
）
あ
れ
は
何
で
す
か
？

―
―
鍋
し
ゅ
ん
ぎ
く
。
大
葉
し
ゅ
ん
ぎ
く
と
も
い
う

ん
で
す
が
、
ふ
つ
う
の
も
の
よ
り
ア
ク
が
少
な
く
て
、

ふ
ぐ
ち
り
用
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
北
九
州
で
は

し
ゅ
ん
ぎ
く
と
い
え
ば
こ
れ
で
す
。

Ｍ　

ト
マ
ト
も
、
小
ぶ
り
で
お
い
し
そ
う
。

―
―
若
松
の
ト
マ
ト
で
す
よ
。
有
名
で
す
。

Ｍ　
（
魚
屋
の
前
へ
）
ス
ズ
キ
！　

ピ
ッ
カ
ピ
カ
で

す
ね
。
食
べ
た
い
。
あ
あ
、
水
イ
カ
も
あ
る
。
煮
て

食
べ
た
い
な
ぁ
。

―
―
あ
ら
も
新
鮮
で
す
よ
。
ブ
リ
肝
は
ざ
ー
っ
と
ボ

イ
ル
し
て
。
ワ
タ
リ
ガ
ニ
も
お
い
し
い
で
す
。
タ
コ

も
名
物
で
す
ね
。
関
門
の
。
見
て
く
だ
さ
い
、
巻
き

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

Ｍ　

そ
う
で
す
ね
。
脚
が
細
い
け
ど
、
す
ご
く
味
が

あ
り
そ
う
。
ア
サ
リ
も
、
東
京
の
と
色
が
違
う
感
じ
。

―
―
あ
、
穴
子
。
ほ
ら
、
生
き
て
る
。

Ｍ　

す
っ
ご
く
活
き
が
い
い
で
す
ね
。（
凝
視
）
食

べ
る
よ
り
飼
い
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
っ
て
、
す
ご

く
か
わ
い
い
顔
し
て
る
ん
だ
も
の
。

―
―
あ
ん
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
け
ど
、
牡か

蠣き

も
お

い
し
い
ん
で
す
。
お
、
済
州
島
の
真
サ
バ
も
あ
る
。

Ｍ　

い
い
で
す
ね
ぇ
。
東
京
生
ま
れ
だ
か
ら
、
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
慣
れ
て
る
の
は
千
葉
か
神
奈
川
の
魚

で
し
ょ
う
？　

だ
か
ら
こ
こ
に
は
食
べ
た
こ
と
の
な

い
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
あ
あ
、
生
も
の
、
買

え
な
く
て
残
念
。
今
日
、
こ
の
ま
ま
す
ぐ
帰
る
ん
だ

っ
た
ら
な
ぁ
。

Ｍ　
（
惣
菜
店
。
栗
赤
飯
を
発
見
）
お
い
し
そ
う
！

大
好
き
な
ん
で
す
よ
、
赤
飯
。
冷
凍
庫
に
も
赤
飯
が

入
っ
て
る
く
ら
い
。
栗
好
き
で
、
赤
飯
好
き
だ
か
ら
、

こ
れ
は
ダ
ブ
ル
で
う
れ
し
い
。

―
―
サ
バ
の
浜
煮
に
、
小
倉
名
物
の
イ
ワ
シ
の
ぬ
か

炊
き
。
こ
れ
は
ア
ミ
漬
け
で
、
こ
っ
ち
で
は
よ
く
食

べ
ま
す
ね
。
ご
は
ん
、
何
杯
で
も
い
け
ま
す
よ
。

Ｍ　

こ
ぶ
の
ぬ
か
漬
け
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。

―
―
床と

こ

漬づ
け

っ
て
い
い
ま
す
。
床
漬
用
の
昆
布
っ
て
い

う
の
が
あ
っ
て
…
…
ほ
ら
、
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
ぬ
か

床
に
漬
け
て
、
ち
ょ
っ
と
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
こ
ろ

が
食
べ
ご
ろ
で
す
。

Ｍ　
（
無
言
で
凝
視
）

―
―
い
つ
も
じ
ー
っ
と
見
る
ん
で
す
ね
（
笑
）。

Ｍ　

単
に
目
が
悪
い
ん
で
す
よ
（
笑
）。
近
い
の
も

だ
め
だ
し
、
遠
い
の
も
だ
め
。
あ
、
飾
り
こ
し
ょ
う
。

こ
れ
は
買
え
ま
す
ね
。
買
お
う
（
１
５
０
円
）。

―
―
じ
ゃ
あ
、
僕
も
同
じ
の
を
。

Ｍ　
（
路
地
を
入
り
、乾
物
屋
へ
）こ
れ
、買
い
ま
す
！

（
木
く
ら
げ
・
１
５
０
円
）

―
―
な
ぜ
今
、
木
く
ら
げ
を
？

Ｍ　

だ
っ
て
、
好
き
だ
か
ら
。
こ
れ
は
何
で
す
か
？

（
干
し
空
豆
。
二
、三
日
前
に
入
れ
た
ば
か
り
の
も

聞
き
手
＝
牧
野
伊
三
夫

お
さ
い
ふ
パ
カ
パ
カ
。

右が女将さんの井形弘子さん。左は従姉妹の沖西東
亜子さん。たまご焼きは東亜子さんの得意料理だ。



記
念
に
皆
さ
ん
、
ご
一
緒
に
。

もたいまさこ（左ページ、左から 4 人目）
俳優。1952 年、東京都に生まれる。’88 年放映のテレビドラマ『やっぱり猫が好き』
の恩田三姉妹長女・かや乃役で存在感を発揮。その後、『のんのんばあとオレ』『谷口
六三商店』『すいか』『不機嫌なジーン』などに出演。また映画作品には『北京的西瓜』

『バーバー吉野』『ALWAYS 三丁目の夕日』『かもめ食堂』などがある。最新作は周
防正行監督作品『それでもボクはやってない』で、主人公の母親役を演じている。
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マグロなんかに、負けやせんよ。
昭和 30～40 年代、肉の代わりに食卓のタンパク源とし
て大活躍した鯨肉。時節柄、すっかり高級・希少食材に
なったものの、北九州市内の市場には専門店がまだまだ
健在。見よ、この艶、この色香。そんじょそこらの大ト
ロに負けない、100ｇ 2,900 円のど迫力。旦過市場『か
じはら鯨店』にて。どうだ参ったか。

明るいほうへ、明るいほうへ。
ガラスの引き戸の先に、小さなあかりが灯っていた。いとこ同士で
しっとり営む門司中央市場の『成

な り

重
し げ

洋装店』には、市場を訪れるお
客さんたちが、手に手に愛用の一着を持ってひっきりなしに訪れる。
肩つめ 1,000 円から、スラックスの裾上げ 800 円から、ズボンの継
ぎ当て 300 円から。ちくちく、ちくちく、針を運ぶ二人を、微笑み
の貴公子が優しく見守る。市場は、消費だけの場ではない。そこに
は、かけがえのないものと大切につきあっていこうとする、人の心
のあかりがある。決して消えてほしくない、小さなあかりが。

かわいい持ち込み、大歓迎。
チワワにテリア、ふくろう、キューピーちゃん、などな
ど。ビンの中で微笑む人形たちは、すべて近隣のお客さ
んが手作りし、持ち込んだものだという。「あんまりか
わいいから、ついここに飾っとるんよ」。無垢な微笑み
につられて、また店に通ってしまうのだ。戸ノ上市場内

『福岡商店』のショーケース上の陽だまり。

看板堂々。
「スーパー全盛の今は、もう見られんものやろ」。商品を
卸す小売店が“特約店”と呼ばれていた時代から、旦過
市場『岡本商店』の入り口に高々と掲げられている看板。
文字が右書きになっているものはとくに古く、一枚板で
作られたものもある。古いからって、埃をかぶっている
わけじゃない。専門店の誇りが、そこに輝く。



フグもツマも、活きがいいよ。
おお、なるほど。実物を見るまで思いもかけなかった、薄作りの名
脇役「ふぐヒレ」の作り方。おろした後のヒレを箱に貼りつけて３、
4 日寒風にさらす。「一つのヒレを二つに裂いてちょうちょのよう
に飾ると、きれいよ」とは、祇園町銀天街に連なる前田中央市場の

『高
たか

田
た

鮮魚店』店主の高田清さん。話しながらも、お客さんのため
に次々と魚をさばき、刺身を盛っていく。大根のツマは隣のまな板
で、妻の弥

や

栄
さか

さんが刻む。ふぐ刺・鍋セットは 5 人前で 15,000 円から。
この本が出るころは、一年でいちばん忙しい時期。
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祝いを彩る、名人芸。
誕生祝い。七五三。結婚式に開店祝い。北九州人の人生における「め
でたきこと」に、祝儀かまぼこは欠かせない。黒崎の藤田市場で創
業 55 年の『内

う つ み

海蒲鉾店』は、伝統の技で祝いの席に彩りを添える。
タラやエソなどの白身魚を早朝から石臼で練り、鯛や扇などの型に
詰めて成型。特筆すべきは、内海辰夫さんの熟練の絵付けの腕。鯛
の色のグラデーションもばっちり。ということで、特注『くじらか
まぼこ』作ってもらいました。まさに雲のうえの味。祝儀かまぼこ
は 2,000 ～ 4,000 円、１セットより予約注文で。

お届けしてます、区内町。
「クナイチョウゴヨウタシ」。おお、そんな名店が。次の
瞬間、さらに目をみはる。「区内町

4 4 4

御用達」。なるほど。
到津市場の『ライスショップ吉

よ し

富
と み

』は、長野・岩手の契
約農家から産地直送された米を自家精米し、小倉北区お
よび近隣地域へ注文により届けている。専用車にもこの
とおり。エンジンかけて、いざ、われらが区内町へ。

手をかけて、心をこめて。
つやつやだ。大根も、カブも、青菜も、漬物なのに、な
んというか、生きている。中央市場から仕入れた新鮮野
菜を一つひとつ、丹精こめて漬けるのはお父さん。店頭
で、垣根のない笑顔で応対するのはお母さん。どちらも、
手をかけ、心をこめた仕事ぶり。つやつやなのは当然だ。
祇園町銀天街と丸徳市場の角、『篠原漬物店』で。

もくもく、もくもく、50年。
炭火にかぶせた、年季の入った網の上に、脂ののったう
なぎがじゅっ。ああ、ごはん茶碗を持って隣に立ってい
たい。秘伝のたれは 50 年以上、継ぎ足し継ぎ足しして
使われている。「うちの醤油、使っとうよ」とは向かい
の食材店のおかみさん。丸仁市場『藤原魚介類店』から
は、今日も魅惑のいい煙、もくもく上がってます。
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は
み
ん
な
舗
装
も
さ
れ
と
ら
ん
か
っ

た
こ
の
道
を
歩
い
て
通
い
よ
っ
た
、

と
カ
ナ
エ
さ
ん
が
言
う
。
そ
う
そ
う
、

と
前
に
座
っ
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
が

声
を
合
わ
せ
る
。

　

仏
花
を
抱
え
た
ご
隠
居
は
、
カ
ナ

エ
さ
ん
と
知
ら
な
い
仲
で
は
な
い
ら

し
く
、
と
き
ど
き
バ
ス
で
の
行
き
帰

り
に
話
す
と
い
う
。
そ
う
い
え
ば
停

留
所
に
も
、
バ
ス
を
見
送
っ
て
話
し

込
ん
で
い
る
仲
の
よ
さ
そ
う
な
老
婦

人
た
ち
が
い
た
。
同
じ
よ
う
な
年
恰

好
で
、
境
遇
も
似
て
い
る
。
来
て
い

れ
ば
元
気
、
会
え
れ
ば
安
心
、
と
い

う
こ
と
ら
し
か
っ
た
。

　

日
々
の
糧か

て

を
求
め
る
だ
け
で
は
な

い
。
商
店
街
は
社
交
場
だ
っ
た
。
晩

の
も
の
を
買
い
、
お
父
ち
ゃ
ん
の
つ

ま
み
を
買
い
、
子
ど
も
の
弁
当
の
お

か
ず
を
買
い
、
知
り
合
っ
た
仲
間
と

語
り
合
う
。
カ
ナ
エ
さ
ん
や
多
く
の
奥
さ
ん
た
ち
は
、

何
十
年
も
こ
う
し
て
暮
ら
し
て
き
た
。
お
父
ち
ゃ
ん

を
送
り
、
子
ど
も
た
ち
は
一
人
、
ま
た
一
人
と
家
を

離
れ
、
今
は
自
分
の
ぶ
ん
だ
け
の
食
べ
物
を
、
バ
ス

に
乗
っ
て
買
い
に
行
く
。
最
近
、
少
し
傷
め
て
い
る

膝
を
治
療
す
る
接
骨
院
へ
も
こ
の
バ
ス
が
運
ん
で
く

れ
る
し
、
友
達
に
も
会
え
る
。

　

な
ん
で
こ
ん
な
山
の
上
に
家
建
て
た
ん
や
ろ
ね
、

と
カ
ナ
エ
さ
ん
は
笑
う
。
確
か
に
歩
く
の
は
た
い

へ
ん
で
す
ね
と
言
っ
た
ら
、
そ
う
よ
、
そ
の
と
お
り
、

と
目
を
ま
ん
ま
る
く
見
開
い
た
。

　

若
い
こ
ろ
の
あ
る
日
、
お
父
ち
ゃ
ん
と
喧け

ん

嘩か

し
た

カ
ナ
エ
さ
ん
は
、
家
を
飛
び
出
し
、
そ
の
ま
ま
行
く

あ
て
も
な
く
坂
を
下
り
は
じ
め
た
。
傾
斜
に
後
押
し

さ
れ
、
そ
の
う
ち
カ
ナ
エ
さ
ん
は
走
り
出
し
た
。
ぐ

ん
ぐ
ん
、
ぐ
ん
ぐ
ん
風
を
切
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
ふ
も
と
の
商
店
街
ま
で
駆
け
下
り
た
。
気
持
ち
は

よ
か
っ
た
け
ど
、
帰
る
の
は
た
い
へ
ん
や
っ
た
、
と

カ
ナ
エ
さ
ん
。
何
で
も
そ
う
や
け
ど
ね
。
下
り
る
の

は
簡
単
や
け
ど
、
登
る
の
は
そ
う
は
い
か
ん
。

　

次
、
降
ろ
し
て
。
先
に
声
を
か
け
た
の
は
、
ご
隠

居
だ
っ
た
。
は
い
停
車
、
と
運
転
手
が
応
え
る
。
迷

路
を
抜
け
る
す
ば
し
こ
さ
と
は
う
っ
て
か
わ
り
、
停

止
も
発
進
も
緩
や
か
で
優
し
い
。
お
年
寄
り
の
方
は

ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
で
関
節
を
悪
く
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
と
タ
ク
シ
ー
会
社
の
人
が
言
っ
て

い
た
。
時
間
の
か
か
る
乗
り
降
り
も
、
ゆ
っ
た
り
と

待
っ
て
く
れ
る
。
乗
る
人
が
、
と
も
に
生
き
て
い
る

人
が
誰
な
の
か
を
、
し
っ
か
り
心
得
た
仕
事
だ
。

　

若
さ
も
、
老
い
も
、
熱
も
、
冷
却
も
、
そ
の
後
に

訪
れ
る
静
け
さ
も
。
時
代
と
た
く
さ
ん
の
人
生
を
乗

せ
て
、
バ
ス
は
走
る
。
山
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
二
つ
目

の
停
留
所
で
、
カ
ナ
エ
さ
ん
は
降
り
て
い
っ
た
。
ま

た
会
い
ま
し
ょ
、
と
手
を
振
っ
た
人
の
背
中
を
、
車

体
は
静
か
に
追
い
越
し
た
。

　

ふ
も
と
の
バ
ス
停
に
着
い
た
。
タ
ラ
ッ
プ
を
降
り

る
と
、
も
う
次
の
乗
客
た
ち
が
待
っ
て
い
る
。
塾
を

終
え
て
家
に
帰
る
小
学
生
の
よ
う
だ
。
こ
れ
か
ら
何

年
、
何
回
、
山
道
を
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
の
だ
ろ

う
。
カ
ナ
エ
さ
ん
の
、
小
さ
な
後
継
ぎ
た
ち
。

　

と
り
あ
え
ず
、
ヤ
ハ
タ
巻
を
買
い
に
行
こ
う
。
売

り
切
れ
て
い
な
い
と
い
い
け
れ
ど
、
と
思
い
な
が
ら

歩
き
出
す
と
、
突
然
、
背
後
か
ら
ガ
ガ
ガ
ガ
、
と
い

う
機
械
音
が
迫
っ
て
き
た
。
振
り
向
く
と
、
ジ
ェ
ッ

ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
鉄
の
レ
ー
ル
を
、
３
台
連
な
っ
た

カ
ー
ト
が
通
り
抜
け
て
い
く
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

ヒ
ャ
│
│
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
！

　

ち
ゃ
ん
と
、
動
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
甲
高
い

叫
び
声
を
細
く
長
く
曳ひ

き
な
が
ら
、
カ
ー
ト
は
あ
っ

と
い
う
間
に
遠
く
へ
走
り
去
っ
た
。
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ど
う
し
て
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
。

　

カ
ナ
エ
さ
ん
に
会
っ
た
と
き
、
ぼ
う
っ
と
立
ち
す

く
ん
で
、
た
ぶ
ん
口
を
開
け
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

ふ
と
気
づ
く
と
、
バ
ス
停
の
前
の
ベ
ン
チ
に
腰
か
け

て
い
る
彼
女
と
目
が
合
っ
た
。
あ
れ
、
変
や
ろ
。
カ

ナ
エ
さ
ん
は
無
表
情
に
、
ひ
と
言
そ
う
言
っ
た
。

　

視
線
の
先
に
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
あ
っ

た
。
古
い
商
店
街
を
二
つ
に
分
け
て
い
る
道
路
が
、

別
の
道
路
に
ぶ
つ
か
る
T
字
路
の
正
面
。
灰
色
の

空
に
、
細
い
鉄
の
レ
ー
ル
が
恐
竜
の
背
骨
の
よ
う
に

高
々
と
う
ね
っ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
、
い
か
に
も

作
り
物
の
岩
山
が
、
年
老
い
た
大
亀
の
ご
と
く
ず
ん

ぐ
り
と
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。

　

い
や
、
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
。
ど
ん
よ
り
と

雨
雲
が
立
ち
込
め
る
日
だ
と
い
う
の
に
、
間
の
抜
け

た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
カ
ナ
エ
さ
ん
は
い
や
い
や
、

と
首
を
振
る
。
も
う
古
い
け
、
動
か
ん
の
か
も
し
れ

ん
。
そ
う
言
い
、
手
に
持
っ
た
パ
ッ
ク
か
ら
何
か
つ

ま
み
上
げ
て
ほ
お
ば
っ
た
。
太
巻
だ
っ
た
。

　

八
幡
の
古
い
商
店
街
に
、
山
手
の
住
民
の
た
め
の

送
迎
バ
ス
が
あ
る
。
そ
ん
な
噂
を
聞
い
て
や
っ
て
き

た
の
は
、
暖
か
す
ぎ
た
秋
の
終
わ
り
、
時し

ぐ
れ雨

模
様
の

土
曜
の
午
後
だ
っ
た
。
バ
ス
停
は
通
り
沿
い
に
す
ぐ

見
つ
か
り
、
も
う
す
ぐ
来
る
と
い
う
一
台
に
乗
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
け
っ
こ
う
な
音
量
で
に
ぎ
に
ぎ

し
く
流
れ
て
い
る
『
箱
根
八
里
の
半
次
郎
』
を
聴
き

な
が
ら
待
つ
う
ち
に
、
こ
の
レ
ト
ロ
な
商
店
街
と
い

さ
さ
か
不
似
合
い
な
遊
園
地
の
風
景
に
気
を
と
ら
れ

た
の
だ
。

　

遊
園
地
は
、
こ
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
製
鐵
所

の
跡
地
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
T
字
路
の
先
に
は

門
が
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
こ
の
場
所
は
、
門
前

町
だ
っ
た
の
だ
。
工
場
は
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か

ら
、
今
は
門
も
な
い
。
社
員
の
姿
も
な
い
。
た
く
さ

ん
い
た
そ
の
家
族
た
ち
も
、
少
し
ず
つ
い
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
と
岩

山
が
後
に
残
っ
た
。

　

賑に
ぎ

や
か
や
っ
た
ん
よ
。
山
の
上
か
ら
見
る
と
、
煙

突
が
い
っ
ぱ
い
立
っ
て
て
、
毎
日
煙
が
も
く
も
く
し

と
っ
て
。
夢
み
た
い
や
ろ
、
と
カ
ナ
エ
さ
ん
は
言
っ

た
。
そ
の
煙
突
の
ど
れ
か
の
ふ
も
と
で
働
い
て
い
た

ご
主
人
と
一
緒
に
、
ず
っ
と
こ
こ
で
暮
ら
し
、
三
人

の
子
ど
も
を
育
て
上
げ
た
。
そ
し
て
、
変
わ
ら
ず
に
、

山
の
上
か
ら
商
店
街
に
通
っ
て
い
る
。

　

バ
ス
が
到
着
し
た
。
10
人
く
ら
い
乗
れ
そ
う
な
小

型
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、料
金
は
1
0
0
円
。
ル
ー

ト
は
三
つ
あ
り
、
乗
り
込
ん
だ
バ
ス
は
も
っ
と
も
傾

斜
の
あ
る
道
を
上
っ
て
循
環
し
、
こ
の
バ
ス
停
に

帰
っ
て
く
る
と
い
う
。
お
邪
魔
し
ま
す
、
と
い
う
気

持
ち
で
、
カ
ナ
エ
さ
ん
に
続
い
て
乗
り
込
む
。

　

カ
ナ
エ
さ
ん
の
手
元
に
は
、
ま
だ
太
巻
が
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
ヤ
ハ
タ
巻
い
う
て
ね
。
八
幡
製
鐵
所

の
ヤ
ハ
タ
。
商
店
街
の
奥
の
寿
司
屋
で
売
っ
て
て
、

山
芋
を
巻
い
て
あ
る
ん
よ
。
夕
方
に
は
売
り
切
れ
る

か
ら
、
買
え
な
い
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
カ
ナ
エ
さ
ん
は
袋
を
た
く
さ
ん
提
げ
て
い
た
。

こ
れ
は
角
の
八
百
屋
で
。
こ
れ
は
馴
染
み
の
魚
屋
で
。

パ
ン
屋
で
。
い
ち
ば
ん
大
き
い
の
は
ス
ー
パ
ー
の
袋

だ
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
便
利
や
か
ら
ね
、
と
、
ち
ょ
っ

と
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
言
う
。

　

バ
ス
停
の
あ
っ
た
大
き
な
道
か
ら
、
徐
々
に
住
宅

が
立
ち
並
ぶ
細
い
路
地
へ
入
っ
て
い
く
。
と
た
ん
に
、

傾
斜
が
ぐ
っ
と
き
つ
く
な
る
。
道
幅
も
ど
ん
ど
ん
狭

く
な
り
、
と
き
に
出
く
わ
す
対
向
車
を
、
バ
ス
は
く

る
く
る
と
小
回
り
を
利
か
せ
な
が
ら
走
り
抜
け
て
い

く
。
す
ご
い
な
ぁ
、
と
思
わ
ず
声
を
漏
ら
す
と
、
昔

文
＝
大
谷
道
子

絵
＝
牧
野
伊
三
夫

街
の
う
た
２
／
バ
ス
に
乗
っ
て



海峡をはさんだふたつの街は、
それぞれに魅力的な表情をたたえています。
下関・唐戸市場の活気に触れ、門司港レトロに漂う。
過去と現在、そして未来にかかる橋を渡って。

次の休みは、誰かと一緒に。
関門を、訪れてください。
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Ｊ
Ｒ
八
幡
駅
か
ら
徒
歩
10
分
。
帆

柱
山
に
向
か
っ
て
ゆ
る
く
傾
斜
の

つ
い
た
道
幅
の
広
い
ア
ー
ケ
ー
ド
に
、

約
50
店
舗
が
並
ぶ
。
八
幡
製
鐵
所
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
も
ち
、

今
で
も
店
頭
に
「
新
日
鐵
御
用
達
」

の
看
板
を
掲
げ
る
店
舗
は
多
い
。
店

主
が
集
う
協
同
組
合
と
と
も
に
、
各

店
舗
の
元
気
な
女
将
さ
ん
た
ち
で
結

成
す
る
「
祇
園
お
か
み
さ
ん
会
」
が

あ
り
、
商
店
街
活
性
化
の
た
め
の
活

動
も
さ
か
ん
だ
。

　

毎
月
７
日
は
「
七
日
市
」。「
キ
ン

グ
ス
タ
ン
プ
」
は
、
隣
接
す
る
前
田

中
央
市
場
、
丸
徳
市
場
で
も
。

　
「
中
央
」
の
通
称
で
知
ら
れ
る
、

い
わ
ば
北
九
州
の
〝
市
場
の
市
場
〞。

水
産
部
と
青
果
部
が
あ
り
、
セ
リ
は

そ
れ
ぞ
れ
午
前
５
時
、
７
時
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
活
気
あ
ふ
れ
る
セ
リ

の
時
間
帯
は
卸
売
業
者
、
仲
卸
業
者
、

売
買
参
加
者
、
関
連
事
業
者
の
み
が

入
場
で
き
る
。

　

市
場
内
に
は
銀
行
、
食
堂
、
プ
ロ

用
の
業
務
食
品
や
用
品
を
売
る
各
種

店
舗
が
設
け
ら
れ
、
さ
な
が
ら
ひ
と

つ
の
街
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
10

人
以
上
の
団
体
向
け
（
小
学
５
年
生

以
上
対
象
）
見
学
コ
ー
ス
も
設
け
ら

れ
、
こ
ち
ら
は
要
予
約
。

　

戦
前
か
ら
多
く
の
商
店
が
立
ち
並

ぶ
黄
金
周
辺
。
隣
接
す
る
商
店
街
を

含
め
現
在
も
１
０
０
店
舗
以
上
が
密

集
す
る
、
小
倉
北
区
の
一
大
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

黄
金
市
場
は
そ
の
中
心
。
精
肉
、

鮮
魚
、地
物
野
菜
な
ど
、実
力
派
の
専

門
店
が
数
多
く
、
郊
外
に
引
っ
越
し

た
元
の
住
人
た
ち
も
「
こ
こ
の
で
な

け
れ
ば
」
と
わ
ざ
わ
ざ
バ
ス
を
使
っ

て
足
し
げ
く
訪
れ
て
い
る
。

　

特
売
、
夜
市
、
抽
選
会
、「
こ
が

ね
Ｓ
Ｕ
Ｎ
シ
ー
ル
」
を
集
め
て
参
加

す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
、
一
年
を
通

じ
て
目
白
押
し
で
あ
る
。

　

若
戸
大
橋
の
た
も
と
の
浜
町
で

１
０
０
年
近
く
続
く
、
市
内
で
も
老

舗
中
の
老
舗
市
場
。
も
と
も
と
は
近

隣
の
別
の
場
所
で
営
業
し
て
い
た
の

が
、
現
在
の
場
所
に
移
っ
て
50
年
に

な
る
と
い
う
。
時
に
磨
か
れ
た
個
性

あ
る
各
店
舗
に
は
、
小
倉
や
門
司
、

市
外
か
ら
の
客
足
も
絶
え
な
い
。

　

恵
比
寿
市
場
、
大
黒
市
場
、
共
栄

市
場
と
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
こ
の

一
帯
で
手
に
入
ら
な
い
も
の
は
な

い
、
と
い
っ
て
い
い
。
広
場
に
は
椅

子
と
テ
ー
ブ
ル
も
あ
り
、
春
か
ら
夏

は
、
浜
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
惣
菜
を

並
べ
て
の
青
空
昼
食
も
お
す
す
め
。

祇
ぎ

園
おん

町
まち

銀
ぎん

天
てん

街
がい

八幡東区祇園２丁目近辺
月～土／10:00～18:00
日祝休
登場した店
＊岡部小鳥店　☎093-681-3998
＊篠原漬物店　☎093-681-1679
＊南川青果店　☎093-671-5894　
＊高田鮮魚店（前田中央市場）
　☎093-662-4649　

北九州市
中央卸売市場
小倉北区西港町94-9
☎ 093-583-2025（管理事務所）
問い合わせ時間
月～金／8:30～17:00　
土／8:30～12:30
一般の方の入場可能時間は
10:00～13:00（水産、青果とも）
日祝・水（不定期）休

黄
こ

金
がね

市場
小倉北区黄金１丁目近辺
☎093-941-9182

（黄金市場事務局内）
http://www.koganeichiba.com/

登場した店
＊安部商店　☎093-931-3598
＊いとや　☎093-931-6410
＊井上鮮魚店　☎093-921-7572
＊鳥越商店　☎093-921-7543

丸
まる

仁
に

市場
若松区浜町２丁目近辺
月～土／9:30～18:00
日祝休

登場した店
＊えびす豆腐店　☎093-771-3949
＊藤原魚介類店　☎093-771-4494
＊古本市場　☎なし　
＊丸窓天ぷら店　☎093-751-0108
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鮮
魚
・
青
果
を
中
心
に
、
惣
菜
、

乾
物
、
菓
子
、
土
産
物
な
ど
１
５
０

軒
以
上
の
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
、
北

九
州
の
市
場
の
代
表
格
。

　

市
民
の
日
常
の
台
所
と
し
て
親
し

ま
れ
る
ほ
か
、
北
九
州
な
ら
で
は
の

食
材
や
名
物
を
求
め
て
、
年
間
を
通

じ
て
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ
て
い
る
。

入
り
口
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
『
丸ま

る

和わ

』

は
日
本
初
の
24
時
間
営
業
ス
ー
パ
ー

と
し
て
も
有
名
。

　

歴
史
あ
る
市
場
で
あ
り
な
が
ら
、

新
し
い
取
り
組
み
に
も
意
欲
的
で
、

昨
年
10
月
７
日
に
は
劇
団
『
さ
す
ら

い
姉
妹
』
に
よ
る
演
劇
『
地
上
を
旅

す
る
者
』
や
バ
リ
舞
踊
団
を
招
い
て

の
公
演
な
ど
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
大

北
九
州
イ
チ
バ
劇
場
」
を
開
催
し
、

注
目
を
集
め
た
。

　

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
一
歩
入
っ

た
、
昭
和
な
雰
囲
気
の
残
る
路
地
は
、

映
画
ロ
ケ
地
に
も
し
ば
し
ば
使
わ

れ
、
本
年
公
開
予
定

の
『
サ
ッ
ド
・
ヴ
ァ

ケ
イ
シ
ョ
ン
』（
青

山
真
治
監
督
）
に
も

登
場
す
る
予
定
。

　

ま
た
新
旦
過
街
と

呼
ば
れ
る
裏
通
り
に

は
、
小
さ
な
飲
食
店

や
バ
ー
が
立
ち
並
び
、

夜
に
な
る
と
若
者
を

中
心
に
多
く
の
客
が

訪
れ
て
い
る
。

2
4

13

10

9

12

7

3

6

8

5

11 1

旦
たん

過
が

市場
小倉北区魚町 4 丁目近辺
☎ 093-521-4140（旦過市場事務所内）
http: //www.tangaichiba.com/

登場した店
＊岡本商店　☎093-521-1408
＊宇佐美商店　☎093-521-7216
＊かじはら鯨店　☎093-521-2470
＊斉藤商店　☎093-521-6906

この本に登場した市場
探してみたら、こんなにあった。
なんだかとてもうれしくなった。
文＝大谷道子　写真＝長野陽一　
地図＝牧野伊三夫

／13 118

写真提供＝大北九州市場学会

1
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銀
天
市
場
に
マ
ル
ゼ
ン
ス
ト
ア
。
静

か
な
住
宅
街
の
一
角
は 
〝
市
場
銀

座
〞
の
様
相
。
近
隣
に
多
数
あ
っ
た

新
日
鐵
の
社
宅
の
需
要
に
応
え
て
、

往
時
は
全
29
店
舗
の
に
ぎ
わ
い
を
み

せ
て
い
た
。
店
舗
数
は
減
っ
た
も
の

の
、
現
在
も
特
徴
あ
る
６
店
舗
が
営

業
中
。
今
年
は
自
動
ド
ア
も
つ
い
て
、

念
願
の
全
天
候
型
に
変
身
。

露
店
の
集
合
体
で
、
正
式
名
称
は
な

い
。
か
つ
て
堀
川
沿
い
に
ず
ら
り
と

軒
を
連
ね
て
い
た
と
い
う
露
店
の
数

は
、
駅
前
の
区
画
整
理
、
再
開
発
に

よ
っ
て
年
々
縮
小
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
フ
ァ
ン
の
支
持
は
根
強
い
。
ハ

ヤ
ト
ウ
リ
、
田
ゼ
リ
、
ウ
ベ
（
あ
け

び
に
似
た
果
実
）
な
ど
、
珍
し
い
季

節
の
も
の
が
並
ん
で
い
た
。

製
鐵
所
の
城
下
町
・
黒
崎
で
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
営
業
し
て
き
た
市
場
。

現
在
４
店
舗
だ
が
、
近
年
、
空
き
店

舗
を
利
用
し
て
近
隣
の
主
婦
た
ち
が

始
め
た
弁
当
屋
と
食
堂
が
人
気
。
そ

の
ほ
か
、
大
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ

る
、
高
齢
者
向
け
食
材
宅
配
サ
ー
ビ

ス
の
開
始
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み

が
意
欲
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

３
階
建
て
の
高
い
吹
き
抜
け
に
渡
さ

れ
た
万
国
旗
。
細
い
通
路
の
両
側
に

は
、
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
肉
、

魚
、
野
菜
、
生
活
雑
貨
な
ど
を
売
る

店
舗
が
元
気
に
営
業
中
。
近
隣
に
は

プ
ラ
ザ
祇
園
、
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
老
松
、

小
原
市
場
な
ど
が
あ
り
、
門
司
全
体

が
市
場
の
見
本
市
の
よ
う

で
も
あ
る
。

「
戸
畑
ビ
ル
」
の
中
に
あ
る
か
ら
、

と
命
名
の
理
由
は
シ
ン
プ
ル
。
特
集

に
登
場
し
た
『
つ
る
ち
ゃ
ん
』
と
隣

の
『
み
ど
り
青
果
』
は
親
戚
関
係
に

あ
り
、
市
場
と
い
う
よ
り
大
家
族
の

台
所
の
よ
う
な
ピ
ー
ス
フ
ル
な
空
間
。

近
隣
の
戸
畑
中
央
市
場
ほ
か
と
共
通

の
「
ヨ
イ
ト
サ
シ
ー
ル
」、

集
め
て
く
だ
さ
い
。

律
令
時
代
に
開
か
れ
た
、
市
内
で
も

指
折
り
の
由
緒
を
も
つ
到
津
八
幡
神

社
。
そ
の
お
膝
元
で
、
古
く
か
ら
地

域
の
人
々
の
た
め
に
食
材
を
提
供
し

て
き
た
。
10
店
舗
に
規
模
は
縮
小
し

た
も
の
の
、地
域
住
民
か
ら
は
依
然
、

厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
２

階
が
住
居
に
な
っ
て
い
る
、
昔
な
が

ら
の
構
造
も
特
徴
的
。

旧
・
新
日
鐵
八
幡
第
二
製
鋼
北
門
前
。

『
光
タ
ク
シ
ー
』
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
（
平
成
12
年
〜
）
は
、

地
域
活
性
化
の
新
事
例
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
10
日
・
20
日
は
「
十

日
市
」「
二
十
日
市
」
を
開
催
。
買

い
物
帰
り
に
は
ぜ
ひ
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
「
タ
イ
タ
ン
」（『
ス
ペ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
』
内
）
体
験
を
。

源
平
合
戦
時
、
安
徳
天
皇
の
御
座

所
と
な
っ
た
御
所
神
社
の
ほ
ど
近

く
。「
大
里
の
台
所　

み
ん
な
の
社

交
場
」
と
い
う
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
歌

詞
ど
お
り
に
、
近
隣
住
民
が
新
鮮
な

食
材
を
求
め
て
足
を
運
ぶ
。
昭
和

30
年
代
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
ろ

は
、
北
九
州
一
の
繁
盛
ぶ
り
を
誇
っ

た
。
現
在
は
10
店
舗
が
営
業
。

銀
ぎん

天
てん

市場
八幡西区相生町1-11
月～土、祝／10:00～18:30 日休
＊御座候屋　
　☎ 093-621-0400

折
おり

尾
お

駅東口
通路市場
JR 折尾駅東口近辺
月～土／10:00～18:00　日祝休

藤
ふじ

田
た

市場
八幡西区藤田2-5 
月～土／9:00～18:00 日祝休
＊内海蒲鉾店　
　☎ 093-621-1358

門
も じ

司中
ちゅうおう

央市場
門司区老松町１-18
月～土／9:00～18:00 日祝休
＊成重洋装店　☎ 093-321-1441
＊掛谷鮮魚店　☎ 093-321-0510

戸
と

畑
ばた

ビル市場
戸畑区中本町1-3
月～土／10:00～18:00 日祝休
＊惣菜屋つるちゃん　
　☎ 093-882-1132

到
いとうづ

津市場
小倉北区下到津4-11-6
月～土／8:00～18:30 日祝休
＊ライスショップ吉富　☎ 093-561-5422
＊ミートショップにしだ／デリカショップにしだ／
　Orange Blossom ☎ 093-561-2190

枝
えだ

光
みつ

本
ほん

町
まち

商店街
八幡東区枝光本町 5、6 番地
月～土、祝／7:00～19:00 日休
＊光タクシー　☎093-661-5185

戸
と

ノ
の

上
うえ

市場
門司区柳町近辺
月～土／10:00～18:00 日祝休
＊くだもの山形屋（みずき通り
　商店街）　 ☎093-391-0366
＊福岡商店　☎093-381-9507

※祝日は一部営業店舗あり

※紹介した各市場・店舗のデータは、2006 年 11 月時点のものです。営業時間・
休業日はその市場の目安を示すもので、店舗によって異なる場合があります。

※それぞれの市場の＊印は、
　特集に登場した店舗名です。

67

89
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◉
11
月
20
日
（
月
）

　

約
１
週
間
、
朝
か
ら
晩
ま
で
取
り
組
ん
で
い
た

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
『＊

１マ
ク
ベ
ス
』
が
昨
日
、
終

わ
っ
た
。
怒
涛
の
１
週
間
だ
っ
た
。

　

ど
ん
な
カ
ン
パ
ニ
ー
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
座
組

み
で
ま
た
公
演
を
す
る
こ
と
な
ん
て
、
ま
ず
な
い
。

一
期
一
会
の
世
界
だ
。
そ
り
ゃ
ど
こ
か
で
再
会
す

る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
で
も
、
淋
し
い
。
打
ち
上

げ
後
の
独
特
の
感
覚
は
、
な
ん
と
も
説
明
し
が
た

い
。
疲
れ
て
い
た
り
淋
し
か
っ
た
り
す
が
す
が
し

か
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
感
情
が
渦
巻
く
。

　

夕
方
、
劇
場
に
行
っ
て
所
用
を
す
ま
す
。
家
で

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
食
ら
う
。

◉
11
月
21
日
（
火
）

　

僕
の
劇
団
の
初
期
メ
ン
バ
ー
に
、

白
石
健
一
と
い
う
男
が
い
た
。
北

九
州
芸
術
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公

演
『
大
砲
の
家
』（
２
０
０
３
年
）

に
出
演
す
る
な
ど
活
躍
し
て
い
た
男
だ
。
が
、
去

年
長
崎
で
家
庭
を
も
つ
こ
と
と
な
り
、
劇
団
を

去
っ
た
。

　

そ
の
白
石
が
１
年
半
ぶ
り
に
北
九
州
に
帰
っ
て

く
る
と
い
う
の
で
、
飲
み
会
が
急
遽
催
さ
れ
た
。

場
所
は
、〝
劇
場
飲
み
〞
で
お
な
じ
み
の
『
な
べ

げ
ん
』。

　

今
つ
く
っ
て
い
る＊

２

福ふ
く

北ほ
く

演
劇
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
公

演
『＊

３雨
か
し
ら
』
の
演
出
の
内
藤
裕ひ

ろ

敬の
り

さ
ん
も
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
内
藤
さ
ん
は
『
大
砲
の

家
』
の
演
出
も
さ
れ
て
お
り
、
白
石
の
面
倒
を
見

て
く
だ
さ
っ
た
方
で
も
あ
る
の
だ
。

　

１
次
会
が
終
わ
り
、
白
石
と
奥
さ
ん
と
３
人
で

軽
く
飲
ん
だ
。
お
互
い
の
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、
現

状
、『
二
番
目
の
庭
』
の
こ
と
な
ど
を
な
ん
と
な

く
話
す
。
レ
バ
刺
と
鳥
鍋
を
食
ら
う
。

◉
11
月
22
日
（
水
）

　

久
し
ぶ
り
の
オ
フ
。
と
は
い
え
、
自
分
の
劇

街
と

芝
居
と

人
と

日劇々
場
人
。

芝
居
に
生
き
、

舞
台
に
輝
く
人
た
ち
が
綴
る

北
九
州
の
「
劇
的
街
模
様
」。

演
劇
の
街
の
明
日
を
担
う
人
々
は
、

よ
く
働
き
、
あ
ち
こ
ち
歩
き
、

語
り
合
い
、
そ
し
て
実
に

よ
く
食
べ
る
の
で
す
。

第
❷
回

若
き
劇
作
家
の
日
常
ス
ケ
ッ
チ

打
ち
上
げ
と

打
ち
上
げ
の
狭
間
で
。

文
・
写
真
＝
藤
本
瑞
樹
（
劇
団
『
二
番
目
の
庭
』
所
属
）

→ふじもと・みずき／ 1981年、鹿児島市に
生まれる。小学６年生のとき、小倉南区に転
居。2000年７月に「高校の先輩のひと言から
命名した」劇団『二番目の庭』を結成。第１
回公演『プレゼント』以降、すべての作品の
作・演出を担当。ほかの作品に『たとえばの
はなし』『No Good Tales』などがある。現
在は北九州芸術劇場の臨時職員として勤務し
つつ、新作に取り組む日々。
http://www.2nd-garden.com/ 

＊１　『マクベス』：
北九州芸術劇場リーディングセッションVol . 7／作＝
Ｗ・シェイクスピア　演出＝松本祐子　出演＝若松泰
弘＋オーディション合格者／2006年11月18・19日　北
九州芸術劇場小劇場
演劇界の第一線で活躍する演出家を招き、国内外の戯
曲を「声に出して読むドラマ」に仕立てるシリーズの第
7弾。出演者のほとんどがオーディションで選ばれ、稽
古から本番まで1週間という短期間で完成させるため、
作り手にも観客にもスリリングなライブ感と演劇の醍
醐味を味わえる。'07年秋にも新たな演目を公演予定。

＊２　福北演劇ネットワーク：
‘06年春に福岡市で開催された、福岡演劇フェスティ
バルと連動した企画。第14回北九州演劇祭の市民参加
公演として、北九州市・福岡市・行橋市の劇団と公募
による市民との合同公演の形態に取り組んだ。

＊３　『雨かしら』：
第14回北九州演劇祭市民参加公演／作・演出＝内藤裕
敬（『南河内万歳一座』座長）／2006年12月15～17日　北
九州芸術劇場小劇場
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た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
非
常
に
淋
し
い

気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

淋
し
い
気
持
ち
で
昼
、『
久く

津づ

の
葉は

』
の
塩
サ

バ
定
食
を
い
た
だ
い
た
。

◉
12
月
２
日
（
土
）

　

昼
、『
東

と
う
き
ょ
う
あ
ん

京
庵
』
に
て
親
子
丼
と
半
か
け
う
ど
ん

を
平
ら
げ
た
後
、
北＊

６

九
州
演
劇
祭
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
部
門
最
後
の
作
品
、『
モ
ン
キ
ー
・
ロ
ー

ド
』
の
『
え
ん
か
え
れ
じ
い
』
を
観
る
。
10
月
に

始
ま
っ
た
演
劇
祭
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
。
と
く
に

何
も
し
て
な
い
け
ど
感
慨
深
い
。

　

夕
方
、『
毒
薬
』
の
キ
ャ
ス
ト
顔
合
わ
せ
。
初
々

し
い
。

◉
12
月
３
日
（
日
）

　

門
司
港
に
行
く
。
先
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
こ
と

も
あ
り
、
下
見
み
た
い
な
気
分
。

　

旧
大
阪
商
船
ビ
ル
と
い
う
建
物
が
あ
る
。２
０
０
０

年
８
月
、
僕
ら
『
二
番
目
の
庭
』
は
こ
こ
で
旗
揚

げ
公
演
を
行
っ
た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
６
年
間
で
い

ろ
い
ろ
な
人
と
か
か
わ
っ
て
き
て
、
今
い
ろ
い
ろ

な
人
と
『
毒
薬
』
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

な
ん
だ
か
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。
と
思
う

余
裕
も
な
い
く
ら
い
寒
い
。
寒
さ
で
身
が
引
き
締

ま
っ
た
。

　

夜
、『
悪あ

く

徳と
く

屋や

』
で
焼
肉
を
食
ら
う
。
焼
肉
や

鍋
は
み
ん
な
で
食
べ
る
の
が
い
い
の
よ
ね
え
、
と

隣
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
言
っ
て
い
た
。
…
…
鍋
。

そ
う
だ
、
鍋
だ
。
忘
れ
て
た
。

◉
12
月
４
日
（
月
）

　

来
年
の＊

７ N

ネ
ク
ス
ト

ext G

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

eneration's T

シ

ア

タ

ー

heater 

の
台
本
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
締
め
切
り

は
今
月
末
。
芥
川
龍
之
介
の
『
歯
車
』
を
原
作
に
、

映
画
『
嫌
わ
れ
松
子
の
一
生
』
み
た
い
な
芝
居
を

つ
く
る
の
だ
！　

と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
け
れ
ど

も
筆
は
進
ま
ず
。
そ
れ
に
し
て
も
芥
川
の
晩
年
は
、

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
い
。『
歯
車
』
は
難
解
な

文
章
だ
が
、
知
っ
て
か
ら
読
む
と
謎
解
き
の
よ
う

に
思
え
て
く
る
。

　

夜
、
豚
汁
を
食
べ
た
の
ち
、
俄
然
書
く
。
風
呂

敷
を
広
げ
す
ぎ
て
頭
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
き
た
が
、

小
さ
く
ま
と
ま
ら
ず
に
書
い
て
み
よ
う
。

◉
12
月
５
日
（
火
）

　

昼
、『
野
球
茶
屋
』
で
カ
レ
ー
を
食
ら
う
。
あ

ま
り
の
量
に
、
食
べ
終
わ
っ
て
か
ら

何
度
か
口
か
ら
出
そ
う
に
な
っ
た
。

◉
12
月
８
日
（
金
）

　
『
毒
薬
』
の
稽
古
。
で
き
る
だ
け

深
く
丁
寧
に
読
み
込
む
。
コ
ン
ト
的

な
内
容
の
多
い
『
二
番
目
の
庭
』

が
そ
の
反
動
で
つ
く
っ
た
暗
い
内
容
。

「
が
っ
か
り
シ
リ
ー
ズ
」
と
銘
打
っ

て
い
る
だ
け
に
（
心
の
中
で
勝
手

に
）、こ
の
手
の
芝
居
の
稽
古
は
や
っ

て
い
る
と
が
っ
か
り
し
て
く
る
。

　

が
っ
か
り
し
な
が
ら
家
で
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
を
食
す
。

＊６　北九州演劇祭：
北九州市制30周年記念事業として'93年に
スタートした秋の演劇祭。毎年10月～12月
にかけて、公募で選ばれた「コンペティショ
ン部門」や自由参加の「フリンジ部門」など
の公演が、北九州芸術劇場ほか市内各地の
ホールで行われる、"街じゅうが劇場"と化
す祭典。第14回となる昨年'06年度は、78
日間に20以上の演目が上演された。

＊７　Next Generation's Theater：
北九州芸術劇場が「次世代を担う若手演劇人を紹介す
る」目的で企画し、2005年から毎年春に地元で活動す
る3劇団『二番目の庭』『さかな公団』『のこされ劇場≡』
と劇場スタッフとが共同で作品制作を行っている。

団
の
仕
事
は
山
積
み
だ
。
１
月
に
福
岡
市

で
『＊

４毒
薬
』
と
い
う
作
品
の
再
演
を
す
る

の
だ
が
、
そ
の
準
備
に
加
え
、
来
年
度
の

準
備
も
あ
る
。
多
数
の
書
類
を
作
成
し
て

イ
ー
ッ
と
な
る
。

　

夜
、
塩
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
食
す
。
う

ま
い
。
ト
ン
コ
ツ
の
時
代
は
も
う
終
わ
っ

た
。

◉
11
月
24
日
（
金
）

　

わ
か
っ
た
。
鍋
だ
。
１
月
公
演
の
関
係

者
を
集
め
て
、
鍋
を
し
よ
う
。
鴨
と
か
猪

と
か
食
べ
た
い
な
あ
。
ど
こ
か
に
売
っ
て
る
か
な

あ
。
…
…
ふ
と
、
旦
過
市
場
が
頭
に
浮
か
ぶ
。

　

昼
、『
野や

き
ゅ
う球

茶ぢ
ゃ

屋や

』
で
か
ら
あ
げ
定
食
を
い
た

だ
く
。

◉
11
月
25
日
（
土
）

　

ス
ミ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
Ｅエ

ス

タ

Ｓ
Ｔ
Ａ
で
劇
団
『
夢
の

工
場
』の『
誰
も
い
な
く
な
る
』を
観
る
。「
喪
失
」

を
テ
ー
マ
に
据
え
つ
つ
、
結
婚
前
の
男
女
の
心
の

機
微
を
描
い
た
作
品
。
客
演
の
守も

り

田た

慎
之
介
く
ん

が
よ
か
っ
た
。
僕
の
好
き
な
「
北
九
州
の
演
劇
」

を
観
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
『
藤ふ

じ

王お
う

』
で
中
華
そ
ば
を
い
た
だ
く
。
し
ょ
う

ゆ
ラ
ー
メ
ン
だ
。
ト
ン
コ
ツ
の
時
代
は
終
わ
っ
た

の
だ
。

◉
11
月
27
日
（
月
）

　

朝
イ
チ
で
健
康
診
断
へ
。
体
重
が
か
な
り
増
え

て
い
て
驚
い
た
。「
体
重
に
大
き
な
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
訊
か
れ
た

の
で
、「
す
ご
く
太
り
ま
し
た
」
と
正

直
に
答
え
た
ら
、「
は
あ
…
…
」
と
コ

メ
ン
ト
し
づ
ら
そ
う
な
返
事
を
さ
れ
た
。

　

昼
、
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
の
カ
レ
ー
味

を
食
ら
う
。
お
店
で
は
食
べ
ら
れ
な
い

味
だ
よ
！　

す
ご
い
！

　

夕
方
、
今
年
度
最
後
の
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公

演
と
な
る
『＊

５
地じ

獄ご
く

八ば
っ

景け
い

・
・
浮う

き

世よ

百
ひ
ゃ
っ

景け
い

』
の
記
者

会
見
を
見
る
。
上
方
落
語
の
ネ
タ
を
多
数
詰
め
込

ん
だ
作
品
。
タ
イ
ト
ル
の
い
か
つ
さ
に
反
し
て
、

か
な
り
親
し
み
や
す
く
面
白
そ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
多
く
の
方
に
観
て
ほ
し
い
。
こ
の
記
者
会
見

さ
え
も
多
く
の
人
に
見
て
ほ
し
か
っ
た
く
ら
い
だ
。

無
理
だ
け
ど
。

◉
11
月
29
日
（
水
）

　

昼
、
地
元
劇
団
の
代
表
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

受
け
る
。
門
司
の
と
あ
る
建
物
に
関
す

る
企
画
。
な
か
な
か
面
白
そ
う
。
そ
の

後
、
い
そ
い
そ
と
カ
ッ
プ
の
ご
ぼ
天
う

ど
ん
を
食
す
。

◉
12
月
１
日
（
金
）

　

朝
、
長
年
勤
め
て
い
た
同
僚
の
方
が

今
月
い
っ
ぱ
い
で
退
職
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知

ら
さ
れ
た
。

　

先
日
の
公
演
『
奇
跡
の
人
』（
２
０
０
６
年
）

は
こ
の
方
が
縁
の
下
の
力
持
ち
だ
っ
た
か
ら
で
き

＊４　『毒薬』：
劇団『二番目の庭』第10回公演／作・演出＝藤本瑞樹　
出演＝河村裕子・森光佐（のこされ劇場≡）・渡部光泰

（Village80%）／'07年1月9日　博多・ぽんプラザホール
とある事件によって廃部が決まった高校の文芸部。部長・
相沢幸は、ひとり、部室の片づけをしていた。そこに、子
どもを身籠って休学していた部員・須藤郁子がやってくる。
ふたりはいなくなってしまったもうひとりの部員、渡辺雅
樹のことを話し始め、郁子は意外な事実を語り出す。17歳
のゴールなき日常。「絶望」と「救済」、そして「希望」を描い
た『二番目の庭』初期作品。

＊５　『地獄八景・・浮世百景』：
北九州芸術劇場プロデュース公演／作＝東
野ひろあき　演出＝G２　監修＝桂米朝　
出演＝佐藤アツヒロ　松尾貴史　他／'07
年3月1～4日　北九州芸術劇場中劇場／問
い合わせ：北九州芸術劇場芸術文化情報セ
ンター　☎093-562-2655



46

◉
12
月
９
日
（
土
）

　

鍋
を
し
て
い
る
暇
も
精
神
的
な
余

裕
も
な
い
。
け
れ
ど
も
鍋
は
し
た
い
。

旦＊
８

過
市
場
で
豊
富
な
食
材
を
見
れ
ば

そ
の
気
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
と
思
っ

て
仕
事
帰
り
に
旦
過
市
場
に
行
く
。

そ
う
い
う
暇
と
精
神
的
余
裕
は
あ
る
。

　

久
し
ぶ
り
に
行
っ
た
な
あ
、
旦
過

市
場
。
せ
っ
か
く
な
の
で
普
段
入
ら
な
い
通
り
も

歩
い
て
み
た
。
映
画
の
ロ
ケ
で
も
使
え
そ
う
な
風

景
が
あ
っ
た
。
で
も
そ
の
日
は
鴨
も
猪
も
な
く
て

が
っ
か
り
。

　

と
思
っ
て
帰
宅
す
る
と
、
夕
食
が
鶏
鍋
だ
っ
た
。

い
や
ー
、
食
べ
ち
ゃ
っ
た
よ
鍋
。
お
先
に
。

◉
12
月
10
日
（
日
）

　

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
『
雨
か
し
ら
』
の
仕
込

み
を
横
目
に
昼
食
を
買
い
に
出
た
ら
、
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
が
い
た
。
外
国

の
方
だ
。
や
っ
ぱ
り
サ
ン

タ
さ
ん
は
本
当
に
い
た
ん

だ
！

　

小
２
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

こ
と
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
１
通
の

手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

１
年
間
僕
が
よ
い
子
に
し
て
た
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
持
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
サ
ン
タ
は
日
本
語

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
日
本
語
で
書
か

れ
て
い
た
。
そ
の
手
紙
を
も
ら
っ
て
僕
は
、
サ
ン

タ
さ
ん
は
本
当
に
い
る
と
確
信
し
た
。

　

月
日
は
流
れ
て
、
小
５
の
あ
る
日
の
こ
と
。
手

紙
を
整
理
し
て
い
た
僕
は
、
昔
サ
ン
タ
さ
ん
に
も

ら
っ
た
手
紙
を
見
つ
け
た
。
読
み
返
し
て
み
る
と
、

筆
跡
が
母
親
の
そ
れ
と
同
じ
だ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
サ
ン
タ
の
存
在
な
ん
て
信
じ
な
く
な
っ

て
た
け
ど
、
今
日
リ＊

９

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク

に
い
た
か
ら
サ
ン
タ
さ
ん
は
や
っ
ぱ

り
本
当
に
い
る
ん
だ
！　

ち
な
み
に

グ
ル
た
こ
（
た
こ
焼
き
）
と
焼
き
カ

レ
ー
を
買
い
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
『
毒
薬
』
稽
古
。
小
劇

場
で
は
今
も
『
雨
か
し
ら
』
チ
ー
ム

が
戦
っ
て
い
る
。
負
け
て
は
い
ら
れ

な
い
。
公
演
ま
で
あ
と
１
カ
月
。
打

ち
上
げ
の
後
の
あ
の
感
じ
を
味
わ
う

た
め
に
、
あ
と
１
カ
月
、
と
に
か
く

突
っ
走
る
の
だ
。

＊９　リバーウォーク：
正式名称は『リバーウォーク北九州』。小倉
城に向かい、紫川（むらさきがわ）にかかる
橋を渡るとそこには、ショップ、レストラ
ン、映画館、放送局、美術館が一体となっ
た時代の『市場』が。忘れちゃいけない、北
九州芸術劇場もここにあります。

提供＝吉田写真事務所＆上田宏建築写真事務所

劇的空間

「いつかはここで」が
合言葉。
演劇のための専用ホール・北九州芸術劇
場小劇場。客席数96～216、平土間型の
四角い空間は、一見シンプルでありなが
ら公演ごと、演目ごとに自在に空気感を
変貌させるブラックボックス。出演者と
オーディエンスの熱気をはらみ、無限の
広がりをみせる空間を、さて、何色に染
めようか――。と、北九州の若手演劇人
は日夜、夢に描く。

特別企画、藤本瑞樹の「ザ・食の現場」。北九州の劇場人に
愛される店が揃い踏み。麺類が多いのは「偶然」とのことです。

＊『なべげん』小倉北区古船場町7-1　☎093-511-6667
　鶏鍋屋。日本酒や焼酎が豊富で、レバーや山芋鉄板などが人気メニュー。

＊『野球茶屋』小倉北区室町2-4-8　☎093-583-0029
　劇場を出てすぐにある定食屋。値段の割に量が多いので、
　よくお世話になっています。

＊『藤王』小倉北区魚町2-4-18 2F ☎093-511-2800
＊『久津の葉』小倉北区室町2-3-5　☎093-562-6277
＊『東京庵』小倉北区室町2-4-1　☎093-561-9514
＊『悪徳屋』小倉北区魚町2-3-24 B1　☎093-511-1810
　どうしてこんなに、というくらい安くおいしい焼き肉が食べられる。

＊８　旦過市場：
北九州芸術劇場からもっとも近い
市場といえば、ここ。「急にカニ

（!?）が必要になり、一日中歩き回っ
た思い出があります」（藤本・談）。
賑わいぶりは、本誌特集にて。



青
雲
／
白
雲

＊
黒
が
凛
々
し
い
ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
。

新
し
い
機
内
か
ら
は
真
っ
青
な
空
と
雲
。

興
奮
し
す
ぎ
た
私
の
心
を
和
ら
げ
て
く
れ

た
の
が
『
雲
の
う
え
』
で
し
た
。
色
鉛
筆

の
優
し
い
表
紙
が
飛
行
機
と
対
照
的
。
ま

た
、
北
九
州
の
街
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な

文
章
に
、
窓
か
ら
の
風
景
を
見
る
の
を
忘

れ
て
読
み
ふ
け
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
東
京
都
品
川
区
・
26
歳
会
社
員
）

＊
特
集
「
扉
の
な
い
酒
場
へ
」
を
読
み
、

50
余
年
生
き
て
き
て
初
め
て
「
角
打
ち
」

と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
酒
屋
で
の

立
ち
飲
み
は
、
東
京
の
下
町
で
育
っ
た
私

に
も
懐
か
し
い
風
景
。
今
で
は
様
変
わ
り

し
、
家
は
マ
ン
シ
ョ
ン
、
酒
屋
は
コ
ン
ビ

ニ
に
な
り
、
昔
の
面
影
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
北
九
州
に
は
今
も
健
在
と
の
こ
と
。

ぜ
ひ
一
度
訪
ね
た
い
気
持
ち
で
す
。

（
東
京
都
江
東
区
・
51
歳
会
社
員
）

＊
読
み
な
が
ら
、
亡
き
父
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
二
島
に
住
ん
で
い

て
、
父
は
若
松
に
出
た
折
、
酒
屋
さ
ん
１

軒
１
軒
で
５
勺
ず
つ
、
角
打
ち
の
は
し
ご

を
し
て
、
家
に
着
く
ま
で
に
３
合
く
ら
い

飲
ん
で
帰
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
は
女

性
客
が
楽
し
く
飲
め
る
店
が
あ
る
そ
う
で

す
ね
。
時
代
も
変
わ
り
ま
し
た
。

（
若
松
区
・
59
歳
）

＊
井
形
酒
店
の
ル
ポ
、
本
当
に
楽
し
め
ま

し
た
。
飯
塚
市
で
昭
和
30
年
代
に
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
は
こ

う
し
た
「
お
い
さ
ん
」
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
た
な
あ
と
、
な
つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

「
お
い
さ
ん
」
の
年
代
に
な
っ
た
私
も
、

お
仲
間
に
加
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

（
山
口
県
下
関
市
・
51
歳
公
務
員
）

＊
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
な
ん

だ
か
ん
だ
で
過
疎
化
し
て
い
る
こ
の
街
を
、

な
ん
と
か
ス
テ
キ
な
街
に
、
住
み
た
い
街

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。市
役
所
と
か
、ま
っ

た
く
身
近
に
感
じ
ま
せ
ん
。
お
互
い
壁
を

と
り
は
ら
っ
て
、
こ
の
本
を
通
し
て
近
づ

き
ま
し
ょ
う
!!　

北
九
州
で
が
ん
ば
っ
て

い
る
若
者
を
、
ぜ
ひ
テ
ー
マ
に
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
（
若
松
区
・
31
歳
会
社
員
）

＊
正
直
、
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
手
の
雑
誌

を
読
む
の
を
趣
味
に
し
て
い
ま
す
が
、
行

政
が
地
元
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ス
ト
ー

リ
ー
の
あ
る
編
集
で
発
行
し
て
い
る
ケ
ー

ス
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

近
々
、
北
九
州
へ
の
移
住
を
計
画
中
で
す
。

北
九
州
で
、
若
者
が
挑
戦
す
る
仕
事
を
創

造
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
東
京
都
小
金
井
市
・
33
歳
会
社
員
）

＊
今
、
空
の
上
で
『
雲
の
う
え
』
を
読
み

ま
し
た
。
読
ん
で
み
て
、
本
当
に
北
九
州

市
民
が
た
の
し
そ
う
に
み
え
ま
し
た
。

（
大
分
県
宇
佐
市
・
15
歳
学
生
）

＊
旦
過
市
場
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
と
よ

く
買
い
物
に
出
か
け
て
お
り
ま
し
た
。
お

客
さ
ま
が
来
ら
れ
る
と
き
は
こ
の
店
の
果

物
、
な
ど
、
寄
る
お
店
で
そ
の
日
の
予
定

が
わ
か
っ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
。
赤

壁
酒
店
は
、
亡
き
両
親
が
結
婚
す
る
前
に

内
緒
で
逢
う
と
き
に
連
絡
を
取
り
次
い
で

く
れ
た
店
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
小
倉
南
区
・
55
歳
）

＊
機
内
誌
に
は
、
ぱ
ら
ぱ
ら
っ
と
読
ま
れ

て
置
い
て
い
か
れ
る
も
の
と
、
な
ん
と
な

く
バ
ッ
グ
に
入
れ
て
「
ホ
テ
ル
で
で
も
読

も
う
か
」
と
思
わ
せ
る
も
の
と
が
あ
り
ま

す
が
、
貴
誌
は
後
者
だ
と
思
い
ま
す
。

（
東
京
都
町
田
市
・
41
歳
主
婦
）

＊
次
は
銭
湯
を
と
り
あ
げ
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
？　

次
々
と
廃
業
す
る
の
は
淋
し
い

限
り
。
そ
れ
と
、
西
鉄
の
電
車
が
走
っ
て

い
た
時
代
を
紙
面
で
再
現
し
て
ほ
し
い
。

（
門
司
区
・
59
歳
会
社
員
）

＊
前
略　

１
号
、
当
時
を
思
い
出
さ
せ
る

記
事
、
愉
快
で
し
た
。
現
在
72
歳
。
少
々

意
気
消
沈
し
て
い
た
と
き
で
し
た
の
で
、

久
し
ぶ
り
に
老
い
た
血
が
た
ぎ
り
、
元
気

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
号
、
楽
し
み
に

待
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
（
無
記
名
）

こ
の
欄
へ
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
綴
じ
込
み
は
が
き
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
小

さ
な
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

次
号
予
告

（
２
０
０
７
年
４
月
２５
日
発
行
予
定
）

お
と
な
の

社
会
科
見
学
。

ず
っ
と
昔
も
、
そ
し
て
今
も
、
工
場
は
街
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
。

次
回
、
渾
身
!
の
工
場
特
集
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

 

『
雲
の
う
え
』
編
集
委
員
会

　

牧
野
伊
三
夫

　

有
山
達
也

　

大
谷
道
子

編
集
人

　

吉
田
茂
人
（
北
九
州
市
企
画
政
策
室
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
企
画
課
課
長
）

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　

中
原
蒼
二
（
北
九
州
市
企
画
政
策
室
参
与
）

発
行

　

北
九
州
市

　

〠
８
０
３
│
８
５
０
１

　

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内
１
番
１
号

　

☎
０
９
３
│
５
８
２
│
３
６
３
６
（
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
企
画
課
）

　

北
九
州
市
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
懇
話
会

制
作
統
括
・
印
刷

　

株
式
会
社 

ゼ
ン
リ
ン
プ
リ
ン
テ
ッ
ク
ス

協
力

　

北
九
州
芸
術
劇
場

　

株
式
会
社
朝
日
広
告
社

　

大
北
九
州
市
場
学
会

　

日
本
捕
鯨
協
会

　

財
団
法
人
日
本
鯨
類
研
究
所

　

シ
ャ
シ
ャ
・
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

　

小
倉
昭
和
館

　

株
式
会
社
光
タ
ク
シ
ー

　

北
九
州
市
の
み
な
さ
ま

バックナンバー

『雲のうえ』
1

特集：扉のない酒場へ。／エッセイ：「半島と
廃墟と雲と」平出隆／「劇場人。」第1回　
ほか
送付ご希望の方は、お名前、ご住所、連絡先
の電話番号を明記のうえ、切手 200円分を同
封し、下記までお送りください。なお、送付
はお１人さま１冊とし、予定数に達しましたら
終了させていただきます。ご了承ください。
〒803-8501　北九州市小倉北区城内１番１
号　北九州市役所企画政策室　にぎわいづ
くり企画課「雲のうえ」送付係　　

＊アンケート
『雲のうえ』は、刻々と変わりゆく北九州市の「いま」を、
毎号ひとつのテーマに沿って描き出す情報誌です。２号
へのご感想、今後取り上げてほしいテーマなどのご要望、
ご提案を、綴じ込みはがきでお寄せください。抽選で 38
名の方に、以下のプレゼントをお贈りいたします。2007
年４月30日消印有効。当選の発表は発送をもって代えさ
せていただきます。

A：北九州―東京羽田間ペア往復
航空券目録（株式会社スターフラ
イヤー）⇨１名様

B：１/２００モデルプレーン（株式会社
スターフライヤー）⇨３名様

C：ホテルペア宿泊券（門司港ホテル・リーガロイヤルホテル
小倉・ステーションホテル小倉・東京第一ホテル小倉・北九州
八幡ロイヤルホテル・北九州プリンスホテル・千草ホテル）

⇨各１名様　＊ご希望のホテル名をお書きください（北九州プ
リンスホテルは2/26よりホテルクラウンパレス北九州になります）。

D：ペアフリーパス券（株式会社スペースワールド）⇨２名様

E：とんぼ玉のキーホルダー
（九州民芸村）⇨５名様

　　　　　　　　　　F：清酒
　　　　　　『天心・風の吟（大吟醸）』
７２０ml（倉松酒販株式会社）⇨５名様

G：シャボン玉 EMギフト
（シャボン玉石けん株式会社）⇨５名様

Ｈ：旦過市場特製手ぬぐい
（旦過市場事務所）⇨ 10 名様




